户 lOns&r sound, vision, sou I 


5. Ich ヴラウンド•システム 

HTP-S3 


インターネットによる登録のお願い 
http://www.pioneer.co.jp/support 

このたびは弊社製品をお買い上げいただを、まことにありびとラございまし 
た。弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いして 
います。上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要 
なお知らせ 

などをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったときのよくある質 
問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様 
のお役に立てるサービスの提供を目的としたページでず。 

取巧説明書 


お使いになる前にを部のち称とはたらき 接続 基本操作 サラウンド塁ヴラウンドの謹留操作 その他 



このたびは、パイオニアの製品をお買いホめいただをましてまことにありびとうございます。本機の性能を十分 
に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特 
に「安全上のごミ主意」は必ずお読みください。なお、「取扱説明書」は、「保証書」と一緒に必ずな管してくださ 
い。 


ま全上のご注意(給表示について) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を 
を全に正しくお使いいただき、あなたや他の 
人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、いろいろな絵表示をしています。その 
表示と意味は;夕のよラになっていまず。 

内容をよく理猫してか6本文をお読みくださし、。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び死こまたは重傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容を示していまず。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び損害を負5可能性び想定される内容お 
よび物の損害のみの発生び想定される内容を示 
していまず。 


絵表示の例 


A 

處 


A 記号はま意(警告を含む)しなけ 
ればな5ない内容であることを示し 
ていまず。 

図の中に具体的なを意内容(を図の場 
合は感電注意)び描かれていまず。 

0言己号は禁止(やつてはいけないこ 
と）を示していまず。 

図に具体的な禁止内容(左図の場合 
は分解禁止)が描かれていまず。 

参記号は行動を強制したり指示ず 
る内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(を図の 
場合は電源プラグをコンセントか5 
抜く）び巧かれていまず。 












異常時の処置 


•万一煙び出ている、変なにおいや音び 
pS ^ ずるなどの難状態のまま使用すると 

义災■感電の原因となります。すぐに 
機器本体の電源スイッチを切り、おず 
電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。煙び出なくなるのを確認して 
販売店に修理をご依頼<ださい。お客 
様による修理は危険ですから絶対おや 
め < ださい。 

•万一内部に水や異物等び入った場合 
は、まず機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡 < ださい。そのまま 
使用すると义災'感電の原因となりま 
す。 


•万一本機を落としたり、カバーを破 
損した場合は、機器本体の電源ス 
イッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜して販売店にご連絡くだ 
さい。そのまま使用すると火災•感 
電の原因となりまず。 


使用環境 


處 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物び付 
着している場合は、電源プラグを振いてから乾いた巧 
で取り除いてください。そのまま使用すると乂災■感 
電の原因となります。 


電源コードの上に重い物をのせたり、コードび本機の 
下敷きにならないようにしてください。また、電源 
コードび引っ張られないよラにしてください。コード 
び傷ついて、火災•感電の原因となります。コードの 
上を敷物などで覆ラことにより、それに気付かず、重 
い物をのせてしまラことびあります。 



■ この機器に水び入ったり、めらさないようにご注意く 
ださい。火災•感電の原因となります。雨天、降雪 
中、ミ毎岸、水辺での使用は特にご注意ください。 



• 風呂場、シャワー室等では使用しないでください。乂 
災•感電の原因となります。 


0 


• 表示された電源電圧(交流100ボルト已0/60 HzM 
外の電圧で使用しないでください。乂災•感電の原因 
となります。 


Q * 放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔をとり、 

またラックに入れる時はすさ間をあけて<ださい。ま • この機器を使用でさるのは日本国内のみです。船舶な 

た、なのよつな使し、ちで通風孔をふさかないでくださ (\) どの直流 ( DC ) 電源には接続しないでくださし、。乂災 

し、。内部に熱びこをり、乂災の原因となることびあり ® 原因となりまォ 

ます。 ’、 。 

一あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところに巧し込む。 

-► じゅラたんやふとんの上に置く。 

テープルク□スなどをかける。 


0 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ)び付属してい 
る場合のご注意：付属の電源コードはこの機器のみで 
使巧することを目的とした専用部品です。他の電気製 
品ではご使巧になれません。他の電気製品で使巧した 
場合、発熱により火災•感電の原因となることびあり 
ます。また電源コードは本製品に付属のものじ(外は使 
用しないでください。他の電源コードを使用した場 
合、この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量 
不足による発熱から乂災-感電の原因となることびあ 
0ます。 


2 







隹規方を 



本機の上に花びん、植木鉢、 ] ッスイヒ粧品、薬品や 
水などの入った容器またはかさな金属物をおかないで 
ください。こぼれたり、中に入った場合、乂災•感電 
の原因となります。 



めれた手で(電源)プラグを抜さ差ししないでくださ 
い。感電の原因となることびあります。 


Q 


本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいも 
のなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでくだ 
さい。乂災■感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではご注意ください。 



本機のカバーをかしたり、改造したりしないでくださ 
し、。内部には電圧の高い部分があり、火災•感電の原 
因となります。内部の点検-整備-修理は販売店にご 
依頼ください。 


0 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げた 
り、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないで 
ください。コードび破損して乂災•感電の原因となり 
ます。コードび傷んだら(お線の露出、断線など)、販 
売店に交換をご依頼ください。 



♦ 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグには細れな 
いでください。感電の原因となります。 


A 注意 


〇 

Q 

0 


電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込んで 
ください。差し込みび不完全ですと発熱したり、ほこり 
び付着して火災の原因となることびあります。また、電 
源プラグの刃に触れると感電することびありまず。 

電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみびあるコン 
セントに接続しないでください。発熱して乂災の原因と 
なることびあります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置 
かないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因 
となることびあ0ます。 


0 

A 

A 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほ 
こりのをい場所に置かないで<ださい。乂災-感電の原 
因となることびあ0ます。 

テレビ、オーデイオ機器、スピーカー等に機器を接続ず 
る場合は、各々の機器の取振説明書をよく読み、電源を 
切り、説明に従って接続してください。また、接続は指 
定のコードを使巧してください。 

電源を入れる前には音量を最ルにしてください。突然大 
さな音び出て聴力障害などの原因となることびありま 
す。 


3 






Q 


♦ 本機の上に重いちのやが枠からはみ出るよラな大きな 
ちのを置かないで<ださい。バランスび<ずれて倒れ 
たり、落下してけがの原因となることびあります。 


A 


• へ、ソ ドホンをご使用になる時は、音量を上げすざない 
よラにご注意ください。ちを刺激ずるよラな大をな音 
量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えるこ 
とびおきます。 


Q 


♦ 本機の上にテレビを置かないで<ださい。放熱や通風 
び妨げられて、火災や故障の原因となることびありま 
す。（取扱説明書でテレビの設置を認めている機器は 
除をます。） 


运 


• 旅行などで長期間、ご使用にならない時は安全のため 
必ず電源プラグをコンセントからないてください。 


0 


♦ 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張5ないで 
ください。コードび傷つ去火災-感電の原因となるこ 
とびあります。必ずプラグを持って扳いてください。 


電池 


0 


♦ 電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。コード 
の被ふくび翔ブて、火災-感電の原因となることびあ 
ります。 


0 


指定 L ソがの電池は使用しないでください。また、新し 
い電池とちい電池を混ぜて使巧しないでください。電 
池の破裂、液をれにより、火災■けびや周囲を巧損す 
る原因となることびあります。 


處 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず電源プラ 
グをコンセントから抜を、列•部の接続コードをがして 
か日、行ってください。コードび傷つき火災•感電の 
原因となることびあります。 


A * 電池を機器阿こ挿入する場合、極性表の(プフス (+) マ 
イナス(一)の向去)に注意し、表示通りに入れて<ださ 
し、。間違えると電池の破襲、液もれにより、火災•け 
びや周囲を巧損する原因となることびあります。 


0 


♦ 本機の上にテレビやオーディオ機器を載せたまま移動 
しないでください。倒れたり、落下してけがの原因と 
なることびあります。重い場合は、持ち運びは2人政 
上で行ってください。 


A 


♦ アンテナエ事には技術と経験び必要ですので、販売店 
にご相談ください。 

一送配電線から離れた場所に設置してください。アンテ 
ナび倒れた場含、感電の原因となることびあります。 
一日 S、CS 放を受信用アンテナは強風の影響を受けやす 
いので、堅固に取りつけてください。 



長時間使用しない時は、電池を取り出しておいてくだ 
さい。電池から液びちれて火災、けび、周囲を巧損ず 
る原因となることがあります。ちし液びちれた場合 
は、電池ケースについた液をよくふきとってから新し 
い電池を入れてください。また万一、ちれた液び身体 
についた時は、水でよく洗い流してください。 


Q 


電池は加熱したり分解したり、义や水の中にいれない 
でください。電池の破裂、液ちれにより、火災、けび 
の原因となることびあります。 


0 


♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所な 
ど異常に温度び高くなる場所に放置しないでくださ 
し、火災の原因となることびあります。 


保巧 • 篇巧 


使用方法 


Q 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割れ、変形、ま 
たは接着剤などで補修したディスクは使巧しないでく 
ださい。ディスクは機器巧で高速回転しますので、飛 
び散ってけびの原因となることびあります。 


Q 


レーザーを使用している機器では、レーヴー光源をの 
ぞをこまないでください。レープー光び目に当たると 
視力障害を起こすことびあります。 


已年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにごネ目談 
ください。内部にほこりびたまったまま、長い間掃除 
をしないと火災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラとより効果的で 
す。なお掃除費巧については販売店などにごネ目談くだ 
さい。 


處 


お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセント 
から抜いて行ってください。 


Q 


長時間音び歪んだ状態で使わないでください。スピー 
カーび発熱し、火災の原因となることびあります。 


0 


本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。 
特にお子様はごを意ください。倒れたり、こわれたり 
してけびの原因になることびあります。 


瓜 

手を採まれない 
よラ注意 


お子様びカセットテープ、ディスク挿入□に、手を入 
れないよラにご注意<ださい。けびの原因になること 
びあ0ます。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ 

-ビデオ機器）です。下記の注意事項を守つ 

てご使用 < ださし、。 

1. 一般家庭用列での使用（例：店鋪などにお 
ける日 GM を目的とした長時間使用、車両- 
船舶への搭載、屋外での使用など）はしない 
で < ださい。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていま 
すので、測定器の信号（連続波）などの増幅 
巧には使用しないでください。 

3. 八ウ U ングで製品び故障ずる恐れびあります 
ので、マイクロフオンを接続する場合はマイ 
ク□フオンをスピーカーに向けたり、音び歪 
むよラな大音量では使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量 
で再生しないでください。 

S26Ja 
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サラウンドの設を 


各スピーカーの音量を調整する . 28 

各スピーカーまでの距離を調整する . 29 


応用操作 


ドル ビーバーチャ ル スピーカーの 設定 . 30 

ダイナ5ックレンジコント□-ルの設定 . 31 

デュアルモノの設定 . 32 

高音/化音を調整する 

(卜ーンコント□-ル） . 32 

入力信号やリスニングモード、サウンドモードを 

確認する . 33 

'ュート、ディマー、 

ス U- プタイマーを使ラ . 34 

特定のスピーカーの音量を調節する 

(チャンネルレベル） . 3已 

すべての設定を工場出荷時に戻す . 3日 


その他 


用語稱説 . 37 

電波に関ずるごを意 . 38 

安全にお使いいただくために . 3白 

工場出荷時の設定一覧 . 39 

保証とア フターヴー ビス . 39 

故障かな？と思ったら . 40 

目的別索引 . 42 

仕様 . 43 

修理のご相談/修理についての 

お問い合わせ窓 □. 44 


再生する(基本再を） . 

入力機器の設定を確認する 
ル—ム設疋 . 


まを±のご;ま意 ( I 箱表示について) 


本機の特長 


お使いになる前に 


各部のち顿とはたらま 
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■ 

6 

付属品を確認する . 7 

U モコンに電池を入れる . 7 

設置について . 8 

本体前面部 . 目 

U モつン . 10 

本体後面部 ... 11 

トランス5ッター . 12 

ワイヤレス スピーカー . 12 

さ機器を接続する . 13 

スピーカーを 接続する . 14 

電源コードを接続する .] 已 

お手持ちのサラウンドスピーカーとの接続 . 18 

お手持ちのサラウンド スピーカーを 使う 
(サラウンド スピーカーの 

出力設定を切り換える） . 19 


畳本操作 


サラウンド再を 


U スニングモードの種類と効果について . 24 

U スニングモードを選ぶ . 2已 

サウンドモードの種類と効果について . 27 

サウンドモードを選ぶ . 27 


本义中の表記について 

この取扱説明書では降、本文中に記号び記載されています。記号にはなのよラな意味びあります。 

• ^3 .2ch 音声で収録された CD などの入カソースを示します 

•己迈3 . マルチチャンネル音声で収録された DVD などの入カソースを示します 

• 口1円 n . ステレオ再生を示します 

•回田 J. マルチチャンネルサラウンド再生を示します 


012 
2 2 2 


お使いになる前にを部のち称とはたらき 接続 基本操作 サラウンド雲ヴラウンドの謹留操作 その他 
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最新のサラウンドに巧な 


♦ ドルビーデジタル、 DTS デコーダー搭載 (37 ぺージ） 

ドルビーデジタル音声や DTS 音声で収録されている映画や音楽ソフトを臨場感豊かに再生することびでを 
まず。映画館やコンサートホールの迫力をご家庭で手軽に楽しむことびできます。 

♦ MPEG-2 AAC デコーダー搭載 (37 ぺージ） 

BS デジタル放送のサラウンド音声もマルチチャンネルサラウンドで楽しむことびできます。 

♦ ドルビープロロジックII回 K 搭載 (37 ぺージ） 

2チヤンネルステレオ音声やドルビーサラウンド音声で収録されたソフトをマルチチヤンネルサラウンドで 
楽しむことびでさます。 


窗単設置•簡単操作 

♦ ルーム設定でリスニング眉境の簡を設ち (22 ぺージ） 

本機の J レーム設定ではお部屋のサイズりレームサイズ)や視聴位置 (U スニングポジション)を選んでサラウン 
ド環境を簡単に改善ずることびでさます。このルーム設定では「難しい」と思われびちなホームシアターの 
設定ち簡単に行ラことびでさます(ご自分でより細かく設定することをでさます)。 

♦ワイヤレススピーカーで簡単設置 （14-15 ぺージ） 

U アスピーカーは、ワイヤレスで置さ場所に悩むことなく、簡単に設置することびでさます。 

♦アンプ部にワンタッチスピーカー端テを搭載（11、14ぺージ） 

ワンタッチスピーカー端テとカラーコネクター付さスピーカーコードにより簡単に接続びできます。 


/ [ラエテイ置かなホー厶シアター 


♦ 豊富なサウンドモード (27 ぺージ） 

映画や音楽だけでなく、テレビやゲームなど、お聴きになるソフトに合わせたサウンド効果を加えることび 
でさまず。 




♦ お手持ちのへッドホンで、マルチチャンネルサラウンド音場再生を実現 (26 ぺージ） 

ドルビーラボラト U- ズ社の開発したヘッドホンバーチャル（仮勵サラウンド技術『ドル r __1 
ビ-ヘッドホン』により、お手持ちのヘッドホンで、マルチチャンネルスピ-力-で聞いて 4DQ# 
いるよラな臨場感あふれるサラウンド効果を楽しむことびできます。 

♦ ドルビーパーチャルスピーカー巧な(24、30ぺージ） 

ドルビーラボラト U- ズ社の開発した最新のバーチャル（仮觀サラウンド技術『ド nnfpoLBYi 
ルビーバーチャルスピーカー』により、サラウンド効果を楽しむことびできまず。 VIRTUAL SPEAKER 

♦高音質ワイヤレス伍送 

「2.4 GHz デジタル伝送ち式」により、 CD 並の高音質を実現しています。また、『ダイレクトディフュー 
ズ*』音場技術を搭載することで、コンパクトなワンボディでありなびら、より U アルなサラウンドを実現 
しています。 


, f タイレクトデイフューズ J とは、スピーカーユニットを最適な角度にレイアウトすることで音を天井や壁に反射させ-直接音だけでな< 
閨接音を効果的に串り历した臨場感あふれる音場を作り出す当社独自の音場技術です。 


居境に厦し< 

♦省エネルギー設計 

アンプ部は、待機時(スタンバイ時)消費電力を1 Wlil 下にがえた設計となっております。 


▼ ご覧にな日たい項目を早く見つけたいとを 

「目的別索引」づ42ページ 

「各部の名称とはたらき」与9〜]2ぺージ 

「故障かな？と思ったら」づ40〜42ページ 








[ VSA - S 3 アンプに付風 


リモコン X ] 


© 〇 
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OQPO 

100001 

M 

百口口 
0-Q0-Q 


光デジタルケーブル X 1 



単 3 お乾電池 X 2 


スピーカーコネクター X 2 
イ呆証書 

取扱説明書(本書） 


[ S - S 2 スピーカーシステムに同個] 

• スピーカーコード 

已 m (赤色コネクター付を ）X ] 

已 m (白色コネクター付を ）X ] 

已 m (緑色コネクター付を ）X ] 

已 m (紫色コネクター付を ）X ] 

• 壁掛け金具 X 2 
• ネジ X 4 

• 滑り止めパッド（ル ）X 8 
• 滑り止めパッド（大 ） X 3 

[ XW -06 ワイヤレススピーカーシステムに同個] 

• オーディオコード X 1 
• A 巳アダプタ ー X ] 

• 電源コード x 1 
• コーシヨン ラベル X 1 





妻ブタのタブを押しなびら矢印の ケース内に表記されている極性© 
ち向へ開く （プラス)/©(マイナス)を合わせて乾 

電池を正しく入れる 


フタを矢印のち向に閉める 


<1ま意 


新しい乾電池と一度使用した乾電池を混せ’て使用しないでください。 

乾電池は同じお状でを電圧の異なるちのびあります。種類の違ラ乾電ミ也を混ぜて使用しないでください。 
長い間 （1 力月し U 上) U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電ミ也を取り出してくださ 
しんちし、液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよく巧き取ってから新しい乾電池を入れて 
<ださい。 

不要になった電池を廃棄する場合は、各地の i 也ち自治団体の指示(条例)に従って処理してください。 

警告：電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ストーブの前などの高温の場所で使用-放置し 
ないで<ださい。電池の液漏れ、発熱、破裂、発义の原因になります。また、電池の性能や寿命びを下 
する事びあります。 


メモ 

U モコンの操作範囲び極端に狭くなつてをたら、電池を交換してください。 


お使いになる前に 










おほいになる前に 


設置について 


アンプおぶびワイサレスス ピーカーを 
設置ずる場所について 

振動や衝撃び加わらない、水平で安定した場所に設置 
してください。ムツ下のよラな場所への設置は避けてく 
ださい。 

• テレビ やカラーモニターの上 

(映像び乱れたり、歪んだりすることびあります 

• カセットデッキなどのそば 

(カセットデッキなど、磁気の影響を受けやずい機 
器を本機のそばで使用すると雑音などを発生する 
場合びあります W 。） 

• 直射曰光のあたる所 
• 湿気のをい所や風通しの悪い所 
• 極端に暑い所や寒い所 
• 振動のある所 
• ホコ U のをい所 

• ミ由煙、蒸気、熱のあたる所(台所など） 

W これは、アンプのトランスによるリーケージつ 


• 本機をラックなどに設置ず 
る場合は、上部に20 cm 
じ(上空間をあけて < ださ 
し、。 （ワイヤレス スピー 
力一は天面から 10 cmlii 
上、背面から10 cmL ゴ上、側面から10 cmL ツ上 
空間をあけて < ださい。） 

• 本機は使用中に熱を発をします。本機の上には物 
をのせないで<ださ 
し)。 

• 本機は使用中に熱を 
発ちします。インテ 
U ア用の巧などをか 
ぶせた状態でお使い 
にならないで<ださ 
し、。 

• 本機使用中または使用直後は上面び熱<なってい 
ることびありますのでごを意ください。 

ス ピーカーを壁に取り巧けるには 




ラックス(漏れ磁束)の影響によるちのでず。このよ 
ラなときは、設置する場所を変えるか、これらの 
機器を本機から離して設置してください。 


アンプおぶびワイサレスス ピーカーの 
巧瘋について 



• 本機は下面および上面の通風孔から空気を取り込 
み、放熱用フアンを使って後面の放熱孔から放熱 
する設計になっています。本機の下には巧などを 
敷かないで<ださい。また後面、上面とをに十分 
なスペースをとってください。ラック等に設置す 
る場合は放熱のため、後部び開放されているラッ 
クを使用するなど、通風を巧げないようにしてく 
ださい。また、放熱孔びホ 
コ1」でふさびれてしまラと 
放熱び十分にされな < なり 
まずのでごを意 < ださい。 

• 本機をラックに設置ずると 
さは、前面にドアのない 
ラックをお勧めしまず。ド 
ア付をラックに設置して本 
機をお使いになるときは、使用中のみドアを開け 
るなどして通風を巧げないようにしてください（ド 
アを開けてお使いになるとさはぶつかってケガな 
どしないよラに十分お気をつけください)。 



① 下図の向きで壁掛け金具を取り付けます。 

• このとさ壁掛け金具びしっか0付くよ5に、確実にネジ 
を締めて < ださい。 

② スピーカーを壁に取り付けることびでさます。 

• 壁に取 D 付けるためのネジは付属していません。なや壁 
の強度や材質に合わせたちのを使用してください。 

• 壁に取 D 付ける場合は、重量-取り付け方法によっては 
落下-転倒などのを巧性びあ D ます。事故のないよラに 
十分を意してください。 
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©INPUT SELECTOR (入力切巧つまみ） 

(20 ぺージ） 

入力機器を選びます。 

② OSTANDBY / ON ボタン 

本機の電源を ON/OFF します。 

③ PHONES (へッ ドホン)端モ 

へッドホンプラグを差し込む端子です。プラグを 
差し込んでいるときは、スピーカーから音び出ま 
せん。 

④ リモコン畳巧部 

正面7 m しソ内の距離からここに向けて操作して 
<ださい。 

直射日光や堂光巧の強い光び直接リモコン受光部 
に当たると、リモコン操作でをないことびありま 
ず。そのよラなときは、設置場所を変えるか、堂 
光なから離してください。 

⑥ DIGITAL IN 

(デジタル入力)端モ （ 13ぺージ） 

光デジタル音声出力端テの付してし、る機器とデジ 
タル接続しまず。 

⑥ MASTER VOLUME (音量調節つまみ） 

(20 ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

© STEREO インジケーター (24 ~ 26ぺージ） 

「ステレオ」モードを還んでいるとさに点なします。 

AUTO インジケーター(24 ~ 26ぺージ） 

「オート」モードを選んでいるとをに点なします。 


@□□0 インジケーター 

ドルビーデジタル信号を入力しているとさに点灯し 
まず。 

©□□ PLII インジケーター 

ドルビープ □ ロジック11処理されているとさに点な 
します。 

⑩ DTS インジケーター 

DTS 信号を入力しているとさに点なします。 

田) AAC インジケーター 

MPEG-2 AAC 信号を入力しているときに点巧しま 
す。 

⑩ ADV インジケーター(26、30ぺージ） 

「ドルビーバーチャルスピーカー」「ドルビーヘッドホ 
ン」を選んでしぶとをに点打します。 

© SOUND インジケーター (27 ぺージ） 

「サウンドモード」を選んでいるとをに点なします。 

@0インジケーター 

デジタル信号を入力しているとをに点なします。 

© TONE インジケーター(27、32ぺージ） 

「トーン」モードを選んでいるときに点なします。 

⑩キャラクター表示部 
@0 インジケーター (34 ぺージ） 

ス U —プタイマーを設定すると点なします。 

⑩ VOLUME 盾量レベル)表示部 

現在の音量レベルを表示します。音量レベルは、電 

源を OFF にしても保持されます。「-祀」は最 

ルレべル、「00 dB」 は最大レベルを表します。 



































各部のち掏とはた 5 を 


ソモコン 



©電源0ボタン 

本機の電源を ON/OFF (スタンバイ状態)にします。 

②フラツトボタン (27 ぺージ） 

サウンドモードを OFF にします。 

5 ch ボタン (27 ぺージ） 

已 ch ステレオモードを ON にします。 

ゲームボタン(27ぺージ） 

ゲームモードを ON にします。 

マナーボタン(27ぺージ） 

マナーモードを ON にします。 

重低音ボタン (27 ぺージ） 

重ほ音モードを ON にします。 

卜ーンボタン(27、32ぺージ） 

トーンモードを ON にします。 


③ システム設定ボタン（19、 29-32 ぺージ） 

サラウンドスピーカーの出力設定の切り換え、各 
スピーカーまでの距離の設定、ドルビーバーチャ 
ルスピーカー設を、ダイナ5ツクレンジコント 
□ール設定、デュアルモノ設定を行います。 

④ ミ肖音ボタン (34 ぺージ） 

音を一時的に消します。をう一度押すと消音機能 
は解除され、元の音量に戻ります。 

⑥ルーム設定ボタン (22 ぺージ） 

ルーム設定モードに切り換わります。各スピー 
力一の音量(チャンネルレベル)とスピーカーまでの 
距離を調整します。 

® 入力切換ボタン (20 ぺージ） 

本機の入力を切り換えます。押すたびに入力び切 
り換わります。 

@表示切換ボタン 

ディスプレイの表示を切り換えます。 

入力 (33 ページ） 

選択されている入力と、入力されている信号の種 
類を表示します。 

信号の種類はしソ下のよラに表おします。 
richj :モノラルのデジタル信号 
「DUALM0N0」 ：デュアルモノの音声信号 
にか」：ステレオのデジタル信号 
[MULTIchJ :デジタル信号のマルチチャンネル信 

jZZl 

「ANALOG」 ：アナ□グ信号 

確認 (33 ページ） 

選がされている入力に選ばれている U スニング 
モード、サウンドモード、サラウンドスピーカー 
の出力設定の切り換えを表示します。 

ディマー (34 ぺージ） 

表示部の明るさを3段階で調整します。 

® スリープボタン (34 ぺージ） 

スリープタイマーを設定します。30分、 己0分' 
90分、または OFF に設定することびでさます。 

アツテネートボタン (34 ぺージ） 

音量を下げます。 

® 入力切換ボタン (20 ぺージ） 

本機の入力を切り換えます。 

⑩ CH レベル (35 ぺージ） 

手動(テストI''ーンを出力しない)でスピーカーを切 
り換えて、各スピーカーの音量(チヤンネルレベル) 
を調整します。 
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©4 - ♦ボタン 

各種設定で項目を逞びます。 

音量+ / -ボタン ( SO ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

ミ夫定ボタン 

各種設定で項目を決定します。 

⑩テストトージ (28 ぺージ） 

テストトーンを出力してさスピーカーの音量(チヤ 
ンネルレベル)を調整します。 



各部のを妳とはたらを 

⑩才ートボタン (25 ~ 26ぺージ） 

入力信号の音声フォーマツトに合わせて、ステレ 
才 (2. 1 ch 再生)モードと已 . 1 ch デコードモードを 
自動で切り換え、ソフトに忠実な再生を行います。 
サラウンドボタン (25 ~ 26ぺージ） 

日!巧 音声で収録されているソフトはそのまま再生 
します。音声で収録されているソフトはドル 
ビープ□□ジツク II 巧術によってサラウンド再生 
します。2種類のモードから逞択することびでさ 
まず。 

ステレオボタン(25 ~ 26ぺージ） 

「ステレオ (2.1 ch 再生)」モードに切り換えます。 

卜ーンほ音一/ +ボタン(32ぺージ） 

トーンモードの低音を調整します。 

卜ーン高音一/ +ボタン(32ぺージ） 

トーンモードの高音を調整します。 


のデジタル音青入力端子 ( 13ぺージ） 

光デジタル音声入力端モ 

(光1 「 DVD / DVR 」、 巧吕 res / csj ) : 

光デジタル音声出力端子を持つデジタル機器と接 
続ずることびでさます。 

②スピーカー端モ(14、18ぺージ） 

スピーカーと接続します。 

( Dune 入力端モ ( i 3ぺージ） 

アナ□グ音亩入力端モ 

アナ□グ音声出力端子を持つ機器と接続すること 
びでをます。 

0 ワイヤレス出力端モ ( 14ぺージ） 

トランスミッターと接続します。 


を部のち称とはたらき 
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各部のち掏とはた 5 を 


トランスミツタ— 



① チヤンネルインジケーター 

②のチャンネ J レ選択ボタンによつて選択された周波 
数チャンネルび点なします。 

② チヤンネル選巧ボタン 

ワイヤレススピーカーへ送信する信号を4つの周波 
数チャンネルから選択しまず。ワイヤレススピー 
力一の受信状態び良 < ないとさは、 周波数チャンネ 
J レを変えることで受信状態び良くなることびありま 
す。押すたびにじ(下のよラに切り換わります。 

|—> CH 1— ► CH2 —— * CH3 —— * CH4 —, 


③ アンテナ 

ワイヤレススピーカーへ音声信号を送信します。 


ワイサレ ススピーカー 


上面部 



背面部 


① TUNED インジケーター 

トランス S ッターからの信号を受信しているとさに 
点灯します。 

② POWER インジケーター 

ワイヤレススピーカーの電源をオンに しているとき 
に点なします。 

③ 電源ボタン 

ワイヤレススピーカーの電源をオン/オフします。 

④ AC インレット 

付属の電源コードを差し込みます。 


因メモ 

▼ ワイヤレススピーカーのアンテナは内蔵されてい 
ます。 
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接続 


おおの接続を巧5場合、あるいはを更を巧5場合には化ず電源を切日、電源コードや AC アダプターを 
コンセントか百巧いて < ださい。 



各機器を接続ずる 


DVD プレーヤ ー( DV -484 など） 


市販の映像ケープル 



Q © 



付属の光デジタル 
ケーブル 


I 

_ □ _ 


BS / 世!上デジタルチユーナー巧息テレビ 
I または BS / 世!上デジタルチューナ ー 



•ケーブルは急な角度に折 
0巧げないで < ださい。 
•端子の向をを合わせて差 
し込んでください。 


-市販の光デジタル 
ケーブル 


市販の音声ケープル- 


CD プレーヤーやビデオデッキなど 



¢1ま意 


-接続コードのが態について 

ち図のよラに、本機の上に接続コードを曲げて放置すると、電源トランスからの磁界 
の影響により、スピーカーから八ムノイズび出る場合びあります。接続コードはこの / 

よラな状態にしないでください。 

• がデジタルケーブルを差し込むとまのを意 

^ 接続の際は端子の向をを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向きでむり 

01111 やり挿入すると、端子び変おし、ケーブルを抜いてをシャッターび閉まらなくなることび 

あります。 


本な前面入力端子に接続ずる 



市販の光デジタルケーブル t 

•ケーブルは急な角度に折0 
巧げないで < ださい。 
•端子の向をを合わせて差し 
込んでください。 




ポータブル DVD 、 

ゲーム傑、ビデオカメラなど 























m 


スピーカーを 接続す る 



スピーカーコー ドの接続 

①コードの被覆を回しなびら引を抜 
をます。 



③ スピーカー端テのタブを押しなび5、 
スピーカーコードを差し込みタブを元 
に戻す。 
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d ま意 

• 付属のスピーカーを本システム(がのアンプに接続しないで 
ください。故障■义災の原因となることびあります。 

• 本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムで 
すび、設置のしかたによっては、色ムラび生じる場合びあり 
まず。その場合は、一度テレビの電源を切り、1已〜30分を 
に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能に 
より、画面への影響び改善されます。その後を色ムラび残る 
よ5な場合には、スピーカーシステムをさらに離してご使用 
<ださい。 

• 近くに磁石など磁気を発生ずるものび置かれてしぶ場合には、 
本機との相互作用により、テレビに色ムラを発ちする場合び 
ありますので、設置にごミ主意ください。 

• スピーカーコードのお線をねじるとさは、ばら線び束からは 
み出さないよラにミち意してねじってください。はみ出した線 
びあると、お線どラしび軸れてしまいアンプに過大な負荷び 
加わって動作び停止したり、故障することびあります。 

• 端テに接続したあとコードを軽く引いて、コードの先端び端 
テへ確実に接続されていることを確かめて<ださい。不完全 
な接続は、音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 












因メモ 

▼ スピーカーの 配置について 

サラウンド効果を最大限に引き出すため、ちの図のよラにをス 
ピーカーを 設置してください。 

• 左ちに置いたスピーカーはテレビから等距離になるよラに設置し 
て < ださい。 

• センタースピーカーはテレビの下側に置き、センターチャンネル 
の音びテレビと同じ位置に配置されるよラにしてください。をし 
センタースピーカーをテレビの上に置くとさは、テープなどを使 
用して適切な方法で固定してください。固定しないと地震などの 
外部の振動により、スピーカーびテレビから落下してケガをした 
り、スピーカーを破損する原因となります。 

• ワイヤレススピーカーを視聴位置（リスニングポジション)から極端に離して設置すると、サラウンド効果 
び十分に発揮されません。サラウンド効果び不十分なとさは「特をのスピーカーの音量を調整する（チャン 
ネルレベル)」 （3 巳ぺージ)をご覧になり RS (サラウンドも)、 LS (サラウンド左)チャンネルレべレを調整し 
てください。特にワイヤレススピーカーを床に設置しているとをはチャンネルレベルの調整び効果的でず。 

• ワイヤレススピーカーは視聴位置（リスニングポジション)の真後ろ（中央)または床に設置してください。 
またワイヤレススピーカーは耳の高さよりを下に設置することをお勧めします。耳の高さよりを上に設置 
すると、サラウンド効果び十分に発揮されないことびあります。 

• ワイヤレススピーカーは、テレビとの近接使用びできませんのでテレビから離してご使用ください。また、 
磁気に影響のある製品や機器(フ□ッピーディスクやビデオ、カセットテープなど)からを離してお使いく 
ださい。 

• フ□ントスピーカーとサブウーファーは視聴位置から等距離になるよラに設置してください。 

• お手持ちのサラウンドスピーカーをお使いのときは、上図のように設置してください。 



滑り止めパッ ドの使いかた 

滑り止めパッドを紙からはびし、フロントスピーカーの底面の角4力所（滑り止めパッドルを使用）、センター 
スピー カーの底面の角 3 力所 (滑り止めパッド大を使用）に貼り付けてください。 





すべての接続び終了してから、壁の電源コンセントに接続してください。 


アンプ （ VSA - S 3) 



ワイヤレス スピーカー 



① DC 電源入力端子へ 


¢1ま意 

• 旅行などで長期間本機を使用しないとをは、おず電源コンセントから電源コードを抜いてください。 
•約]週間しソ上、電源コードを電源コンセントからあいた状態び続くと、設をび工場出荷時に戻ります。 











m 


d 注意 

• 使用中に電波の状態によって、音びとざれたり出なくなったりすることびありますび故障ではありません。 

トランス5ッターまたはワイヤレススピーカーの位置やち向を変えてみてください。 

• トランス5ッターとワイヤレススピーカーの距離は約] 0 m まで使用可能です。この距離は使用環境によ 
り異なりますので、 10m をな証するものではありません。 

• トランス5ッターとワイヤレススピーカーび近すざると受信状態び不安定になる場合びあります。このよ 
うな場合には、トランスミッターとワイヤレススピーカーを] mL ツ上離してお使いください。 

• トランスミッターとワイヤレススピーカーの間に障害物（金属製のドアやコンク1」ート壁、アルミ迫入り 
の断熱材など）びあると、電波を適ってしまい音び出なくなるとをびあります。その場合はトランス5ッ 
ターとワイヤレススピーカーを互いに見通しの良い場所に設置してください。 


接 

続 
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お手持ちのサラウジドス ピーカーとの巧綻 


お手持ちのサラウンドスピーカーを接続し、より迫力あるサラウンド再生をお楽しみいただくことびできます。 



付属のスピーカーコネクターをスピーカー 
コードに付け、スピーカー端テへ差し込みま 
す。スピーカー端テは上側と下側とで向きび 
異なるためスピーカーコネクターの向をを確 
認して差し込んでくださし、。 



巿販の スピーカー 
コード 


◎ メモ 

▼ お手持ちのスピーカーをサラウンドスピーカーとしてお 
使いのときは、目 nULb のインピーダンスで最大入力 
3已 W (JEITA) 政上のスピーカーをお使いください。 

▼ お手持ちのスピーカーをサラウンドスピーカーとしてお 
使いのとさは、19ページを参照して、サラウンドス 
ピーカーの出力設定の切り換えを 「W.OFF」 に切り換 
えないと音が出ません。なお、このとさワイヤレスス 
ピーカーからは音が出ません。 

▼ お手持ちのスピーカーをサラウンドスピーカーとしてお 
使いのとさのスピーカー配置については、1己ページを 
ご覧ください。 



サラウンドち サラウンドち 
スピーカー スピーカー 

(RS) (LS) 


が房のスピーカーコネクターの皮い方 



スピーカーコネクターの©©表示びある方を上にし ©©表示びないでにある白いツ六をスライドさせな 

てテーブルなどの平らな面に巧しあてます评らな面 びら、スピーカーコードを矢印の方向へ引き抜きま 

にしっかりと接地し、白いツ^び押し込まれるよう 。-。 

に）。押しあてたままスピーカーコードを差し込みま 
す。 

CI 注意 

• スピーカーコードのお線をねじるとさは、ばら線び束からはみ出さないよラにミ主意してねじってください。 
はみ出した線びあると、お線どラしび軸れてしまいアンプに過大な負荷び加わって動作び停止したり、故 
障ずることびあります。 
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お手持ちのサラウンドスピーカーを使ラ【サラウンドスピーカーの出力設定を切り換える) 


接続 


お手持ちのスピーカーをサラウンドスピーカーとしてお使いいただくときは rW.OFFJ を選びます。ワイヤレス 
スピーカーをサラウンドスピーカーとしてお使いいただくとさは 「W.SURR 日 UND」 を選びます。 


© 


I 厂乂力11職 I もマ-1 1 

|f フラット」 5ch プームス y- ブ 

茄〇 □ 

ブト aes I 卜-ンI ァ，テ，-卜 
000 □ 

10000 
|IdVD ぶ优 BS/CS FRONT LINE j 

5* .な. 



1 本機の電源をオフにして、ワイヤレススピーカー 
の電源ちオフにずる 


2システム設定ボタンを巧ず 

を 


3 和一で 「 W .0 FF 」 を選んで巧定ずる 

-しソ下のよラに切り換わります。 

接 

- ► W.SURR - 

続 

I- \/\AOFF ◄ -1 

ワイヤレススピーカーを使用するときは、再び設 
定を rW.SURR」 にします。 


4 本機の電源をオンにずる 



◎ メモ 

▼工場出荷時は 「W.SURROUND」 に設定さ 
れています。 
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本操作 


再生する潛本再生) 


•® Ctt 


I I 7J3 1I 職 I 「ディマ- 1 
しフラット 15ch プームスリーブ 

UOO 日 

マナー■拓 I 卜-ン I ア巧：*-卜 

000 □ 


0000 

DVDyOVH _8S/CS _ FRONT _LINE 」 

が或 _ 

分滅ろ; 

1— 户下- 1サラウンド ステレオ 

□ □□ 

伍置一 CEEa-H 音 

□町日-日 


ロロ ロロ1 

— S _ M _ L _ Bm I 


C AV アン ブ 



1テレビ、入力機器 (DVD プレーヤーなど)の電源を入 
れる 


本機の電源を入れる 


リモコン 

電源 


b。— 


0電源ボタンを巧します。また、本 
体0 STANDBY/ON ボタンで電源 
を入れることちでをます。 


入力を選ぶ 


U モコン 



入力切換ボタンで選びま 
す。ち上の入力切換ボタン 
でち押すたびに入力が切り 
換わります。 


本体 



また、本体の入力切換つまみ (INPUT 
SELECT 日 R) を回して選ぶこともでき 

丈す ° DVD/DVR — ► BS/CS —| 

— LINE ◄ - FRONT ◄- 


4テレビの入力を切り換える 

入力機器からの出力映像びテレビ画面に映し出される 
よラにテレビの入力を切り換えてください(テレビ放 
送を見るとさは不要でず)。 


5入力機器の設定をずる 

DVD プレーヤーなどでは、デジタル音声出力の設定 
び必要な場合びあります。詳しくは『入力機器の設定 
を確認する』(なページ)をご覧ください。 


6入力機器の再生を開始ずる 

各インジケーターび点なします。 


因メモ 

▼テストトーン、チヤンネルレベル、または 
) レーム 設定で各ス ピーカーの 音量やチヤンネ 
ルレべルを調整したとさ、音量の最大値が 
[0 d 目]にならないことがあります。 
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音量を調節ずる 


リモコン 



音量 +/- ボタンで調節します。また、 
本体の音量調節つまみ (MASTER 
VOLUME) を回して調節することも 



だをます。 

[ - ]( 最ル)〜[日 dB] (最大)の間で 

調節します。 

音が出ないときは、『故障かな？と 
思つたら』 (4 日ページ)をご覧くださ 
い。 







入力機器の設定をお認する 


昼本操作 


入力機器の LiTF の項目び正しく設定されていないと「音が出ない」、「音に迫力びない」などの症状が起こること 
びありまず。入力機器または再生ずるソフトの取扱説明書をご覽になり確認してください。 

の 入力機おのデジタル音青出力の設定 

入力機器側でデジタル音声出力の設定びでさるとさは、ムツ下の音声信号び出力されるよラに設定してください。 
『音声記録ち式』 (37 ページ)をあわせてご覧ください。 

• ドルビーデジタル 

• DTS 

• MPEG-2 AAC 旧 S デジタル） 

②再をずるソフトの音青の確認 

複数の音声び収録されているソフトや複数の音声で放送されているテレビま組などでは、必要に応じて聴さた 
い音声を還んでください。遅んだ音声の種類や U スニングモード (2 已〜26ページ)によって音の出るスピー 
カーび 異なります。 



基本操作 
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冨本操作 


ルーム設定 


視聴位置 (U スニングポジション)の「近くに置いたスピーカー」と「遠くに置いたスピーカー」とでは、そのス 
ピーカーから聴こえる音のタイミングや大きさにズレび生じるため、適切なサラウンド効果を得ることびできま 
せん。「ルーム設定」では、お部屋のスピーカー配置に合わせて「部屋の大きさりレームサイズ)」と「視聴位置 (U 
スニングポジション)」を遅んで、聞こえる音のタイ S ングや大ささのズレを簡単に改善することびでさます。 




1- 

至巧 入力切巧 

•寮 ろ 

,- 表示切巧 - 1 

11 Ml I [職][ディマ-] I 


しフラッ M 5ch ゲームスリーブ 

UOO 日 

マナー I 卜-ン I ァッテ：*-卜 
000 □ 

り 000 

Id 扣の vn fis/cs front line I 


0 蹲 

ろ心ソぷ 

I 才ート-1サラウンド ステレオ 

□ □□ 
旧き一音 

円-卜 J 1 - 卜円 

5- 

ロロ ロロ 

S M L ぉ定 


Pioneer 

( AV アンフ ） 

一一 



1 


1 本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 


@ 


2ルーム設定モードにずる 


-ルーム 設 3 


口 

M 


CD 


設定 


• 設定ボタンを押します。 

• 工場出荷時はルームサイズ =M、 リ 
スニングポジシヨン= MID に設をさ 
れています。 


すでにルーム設定び行われていると 
をは、現在の設定び表示されます。 

• 設定後マニュアルでチヤンネルレべ 
ルや スピーカーの 距離などを設定し 
たとをは表示部に！;!下のよラに表示 
されまず。 



• 何ち操作しない状態で ] 0秒経過す 
ると通常表示に戻ります。 

• ルーム設定ボタン外のボタンび押 
されると通常表示に戻ります。 
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昼本操作 


ルームサイズを切り換える 


ロ ロ 

M L 


(表示中に押す） 


現在の設定を表示中に「吕」、 「M」 
または 「U ボタンを押します。 


各サイズの目安は S が約8畳、 M 
が約]日畳、 L が約]日畳です。 


4リスニングポジションを切り換える 


—ルーム設定一 

ロ ロ 

M L 


读示中に押す） 


現在の設定を表示中に手順3で選 
んだに」、 「M」 または 「U ボタ 
ンを押します。 


押ずたびにじ(下のよラに切り換わ 
ります。ち図もあわせてご覧くだ 
さい。 


- ► 

— BACK ◄— 


MID (出荷時の設定） 


リスニングポジションについて 


FVVD (フ□ントスピーカーび近いとき） 



MID (すべてのスピーカーびほぼ同じ距離のとき） 



BACK (フ□ントスピーカーび遠いとき） 



図メモ 

▼途中で設定を中止したときは、それまでの設定は無効になります(たとえば、ルームサイズのみを設定し 
たとさなど)。 

▼ルーム設定では、 liTF の項目の設定値を切り換えています。 

• 各スピーカーの音量 (28 ぺージ） 

• 各 スピーカーまでの 距離 (2 目ぺ ージ） 

これらの項目を更に細かく設定して、より快適なサラウンド空間をつくり出すこともできます。ただし、 
これらの設定とルーム設定では、あとから行った設定値が優先されます。 


5ルーム設定を終了ずる 

康示中に押す) 


• 設定ボタンを押します。 

サイズ =M、 ポジション=目 ACK 
のとさ 



-ルーム設定- 

CD CD CD CD 

S M L 設定 


基本操作 








































サラウンド再を 

ソスニングモー ドの種類と効まについて 


本機では接続しているスピーカーの本数や再生するソフトのジャンルに合わせて最適なサウンドを選ぶことびで 
きます。1」ス ニン グモードは各入力ごとに設定することびでさます。 

へッドホンを使用する場合は、2日ページを参照してください。 


才■卜(再をずるソフトにち実な U スニングモード) 


B . lchiB.lch 


才ート (AUTO) 

入力される音声のフォーマツトに合わせて、再生するソフトに忠実な U ス ニン グモードを自動的に遅びま 
ず。^!音声で収録された CD などはステレオ （2.1 ch ) のまま、 日压 a 音声で収録された映画ソフトなど 
はマルチチヤンネル（已 . Ich ) 音声のまま楽しむことびでをます。 


サラウンド（すべての音青をマルチチヤンネルで楽しむ) 呂巧3 

音声（ドルビーサラウンに PCM など)を入力しているとさ、しソ下のモードから選ぶことびできます。 
また、 日!回 音声を入力しているとさは、ドルビー八’ーチヤルスピーカー ( DOL 目 Y V 旧 TUAL ) のみ選ぶ 
ことびでさます。 

• ド ルビー プ□ロジック II ムービ ー (MOVIE) 

音声を已 . Ich 化します。映画ソフトの再生に適したモードです。特にドルビーサラウンドエン 
コード作品を視聴するとより効果的です。サラウンドスピーカーへのセ U フなどの漏れ込み(ク□ストー 
ク) を聞こえにくくする処理などをあり、 ドルビーデジタル已 . Ich サラウンドに迫るセパレーシヨンや 
移動感などを得ることびでさます。 

• ドルビープ□ロジック II ミュージック (MUSIC) 

音声を已 . Ich 化します。音楽ソフトの再生に適したモードで、通常のステレオ録音された CD な 
どを再生するとをに効果的です。サラウンドスピーカーはを位よりを包囲感を重視しています。 

• ドルビープ□ロジック （PRO Logic ) 

巨五！ 音声を已 .1 ch 化します。従来のドルビープロ□ジックと同等の再生モードでず。特にドルビーヴ 
ラウンドエンコード作品をこのモードで視聴すると効果的です。 

• ド ルビーバー チヤルス ピーカー (DOLBY VIRTUAL) 

フロント左ちのスピーカーだけで已 .1 ch スピーカー構成システム同様のサラウンド効果を得られます。 
セ U フは画面中央に定位し、音楽は前ちから広びり、サラウンドの効果音を背後から聞くことびでをま 
ず。 

さらに、フ□ント左ちのスピーカーの距離によって 「 Reference 」「 Wide 」 の2つのモードから選択 
でをます。 （30 ぺージ） 

《ドルビーバーチヤルスピーカーでは、マルチチヤンネルと同様の効果を得ることはでさますび、左ちの 
スピーカーからしか音は出ません。 


ステレオ(ステレオ再を) 


己 Ich 


• ステレオ (STEREO) 

あらゆる音声をステレオ再生(フロント2本のスピーカーとサブウーファーによる再ち)します。 
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u スニングモードを選ぶ 


サラウンド再を 




1— 

里巧 入力切巧 

-®- 〇 


[ 1入力1 r 田廣11ディマ-1 


じラッり 5 ch ゲームスリーブ 

UOO 日 

マナー■括1トン1ァ巧トト 
000 □ 

り 000 

1 DVD/DVR BS/CS FRONT LINE 


0蹲 


1—3 こ}--1 巧ウンド ステレオ 

niin- 


Ud . B ~~l 1" ~ 一 ] ——曰 

lJ-0 □町 

ロロ ロロ 

S M L B 定 


Pioneer 

( AV アンフ ） 

一一 



1 本機の電源を入れる 

0電源ボタンを押します。 

© 


2 リスニングモードを選ぶ 

選んだ U スニングモードのインジケーターび点なしま 
す。 

けート J を還ぶとを 

C3EED . オートボタンを押します。 


r サラウンド J を還ぶとを 

巧ウンド • サラウンドボタンを巧します。 


音声で収録された巳 D などは、押すたびに Li (下 
のよラに切り換わります。 

~ ► MOVIE —— ► MUSIC —— ► PRO LOG に一 

(DOLBY PL) 

- DOLBY VIRTUAL ◄ - 

(DOLBY VS) 

团 B 音声のソフトは、収録されている音声 (Dolby 
Digital/DTS/MPEG-2 AAC) を'巧実にデつード(再 
生)し、押すたびにじ(下のよラに切り換わります。 

~ ► Dolby Digital / DTS / IVIPEG-2 AAC — 
(DOLBY D/DTS/AAC) 

- DOLBY VIRTUAL ◄ - 

(DOLBY VS) 

r ステレオ J を還ぶとを 

ステレォ • ステレオボタンを押します。 

• ESI 音声ソースはステレオのまま、 
一一 日!因 音声ソースは 2ch にダウン 

5ックスされた音で再生されます。 



サラウンド再生 
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サラウンド巧を 

ヘッドホンの場を (ドルビー*ヘッドホンの設定) 

仮想立体音響を再現し、已 .1 ch さなびらの臨場感をへッドホンで楽しむことびできます。セ U フは画面中央に定 
位し、音楽は前ちに広びり、サラウンドの効果音も背をから聞くことびできます。 




I -表示切ち 

11入力 I I 田廣 I [[ディマ—] 
L フラット I 5ch プームスリープ 

巧0 0日 

マ于_ ■糖 L トン1アブテトト 

000 □ 


( - A7JWW - ) 

り000 

|_DVD/DVR BS/CS FRONT LINE j 


f 才 一 K 1 ヴラウンド _ ステレオ 

□ □□ 


凸 □ □も 

ールー ム投定 - 

CD CD CD 

M L 投を 


CD 


^2 


ド ■ ウ neer 



1 へッドホンプラグを差している状態で、本機の電源を 
入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 

@ 

2 U スニングモードを還択ずる 

選んだりスニングモードのインジケーターび点なしま 
す。 


け 一 H を選ぶとき 

I トト I • オートボタンを押します。 

P • 臣五！音声ソースはステレオのまま、 

一一 日!巧音声ソースはドルビーヘッドホ 

ンで再生されます。 



[サラウンドがを還ぶとき 

^5ゥン f • サラウンドボタンを押します。 

' • 本体表お部の ADV インジケーター 

- び点灯します。 

• 入力音声にかかわらず、ドルビー 
へッドホンで再生されます。 

• 表示部に 「 D 日 L 呂 Y H 」 が表示されま 
す。 


◎ メモ 

▼工場出荷時は「オート」に設をされています。 
▼ヘッドホンを挿入しているとさに、テスト! 

ン、チヤンネルレベル、サウンドモードボタンを 
押すと!;!下の表示び点滅し、操作することはでき 
ません。 



▼ PCM 9 已 kHz /88.2 kHz と DTS 9 已 kHz を再 
生しているとさは、ドルビーへッドホンは強制的 
にオフになり、設定の変更もでをません。 


r ステレオ j を還ぶとを 

ステレォ • ステレオボタンを押します。 

• 音声ソースはステレオのまま、 

一一 日!因音声ソースは 2 ch にダウン 

5ックスされた音で再生されます。 
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サウンドモードを選ぶ 

巧〇〇 

マナー 函睹 

000 


設定したいサウンドモードのボタン 
を押します。 

本体表示部の SOUND インジケー 
ターび点なします。 


因メモ 

▼工場出荷時は「フラット」に設定されています。 
▼ヘッドホンを挿入しているときは、サウンドモード 
を選がすることびでをません。 
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因メモ 

▼「已か」を選がしているときに、ドルビーデジタルや DTS、MPEG-2AAC 信号、96 kHz P 巳 M 信号び 
入力されるとサウンドモードび自動的に「フラット」に切り換わります。 


サラウンド再を 


ヴウンドモー ドの種類と効まにごいて 


本機では、映画や音楽ソフトなどのあらゆる音声に巧して、さまざまな音質を楽しむことびでさます。サウンド 
モードはさ入力ごとに設をすることびでをます。 

サウンドモード(音質効ま) 

• フラット ( FLAT ) 

サウンドモードを OFF にして、周波数特性をフラットにします。 

• ゲーム ( GAME ) 

ゲームのス ピー ド感や躍動感をよりいつそラ高めます。シューティングゲームや レー シングゲームなど 
のちへ左へ駆け巡るよラな流れのあるシーンのをいゲームに効果的です。 

• 5 ch (5 ch STEREO ) 

標準のステレオ (2ch) 音声を加工することなく、已 ch で再生します。部屋のどの場所にいてをステレオ 
感を楽しむことびでをます。 

• 重低音 ( S . BASS ) 

低音のレベルを上げて迫力ある再生にします。 

• マナー ( MANNER ) 

キンキンする高音や、ドンドン響く低音を和らげて再生します。高音び鋭くて耳につくとさや、巧音 
び大さすざて不快なとさなどに効果的です。 

• I '―ン ( TONE ) 

「高音/巧音を調整する」で設定された音質にします。 （32 ページ） 


ヴウンドで-ドを還ぶ 


サラウンド再生 














サラウンドの設定 


お手持ちのシステムやお部屋の環境に合わせて細かな設ををすると、より快適な U スニング環境をつくることび 
でさます。ここでの設定はルーム設をで調整した内容と同じです。ルーム設定よりを細かく設定したいとをにしソ 
下の設定を行ってください。 


きス ピーカーの音量を調這ずる 


すべてのスピーカーの音量のバランスを調整することびできます。ただしさスピーカーの音量を調整したあとに 
『ルーム設定』 (22 ページ)を変更すると、ルームサイズに応じた音量バランスび優先されます。 



1 本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 

© 

2音量を調節ずる 

音量+/— ボタンでお好みの音量に調節 
<3^ します。 



3テスト! -- ンを出力ずる 


巧 




• テストトーンボタンを巧します。 

-ヴーといラ音がじ(下の順番で出力さ 
れます。 


一 ► フ□ント左 (L) — ► センターに）一 ► フ□ントち (R) 
-サブウーファー (SW) トサラウンドを (LS) イーサラウンドち (RS) 


◄— 


4テスト!ンび出力されているスピーカーの音量を調 
整ずる 



和ーボタンで調整します。 

さ スピーカーからの 音び同じ大きさ 
に聴こえるよラに調節しまず。音量 
は± ] 0 d 目の範囲で調節することび 


でさます。 


5テストトーンを止める 


巧 




• テストトーンボタンを巧します。 
• 音量の調節が終了します。 


因メモ 

▼サブウーファーのテストトーンは、周波数びおいため実際の音量よりルさく聞こえます。 

▼サブウーファーの音量は音楽、映画ソフトなどを実際に再生しなびら、適切な値に調節してください。 
▼オートモードでテストトーンを出力したとさは、再生しているソースによらず、回53用の設定値び表おさ 
れ、調整することびでをます。 

▼ステレオ再生（回瓦!）のとをは、センターおよびワイヤレススピーカーからはテスト!-―ンび出力されま 
せん。 

▼へッドホンを拝入しているとをはテストトーンの出力の音量を調整することはできません。 
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サラウンドの設定 


1」スニングポジション(視聴位置)からフ□ント/センター/ワイヤレス（サラウンド）スピーカー/サブウー 
ファーまでの距離を設定します。 それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、 その差により生 
じる音のタイ5ングのズレび補正され、 U スニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。ただ 
し各スピーカーまでの距離を調整したあとに『ルーム設を』 (22 ページ) を変更すると、ルームサイズに応じた 
拒離び優先されます。 



センターサブウーファー 
フ□ントち/-/ フ□ントち 

/百 


\ / 

か 

視聴位置 


、ご- 

ワイヤレス 


本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 


@ 


各 スピーカーの 距離の設定 モー ドを選ぶ 

广 押すたびに項目び切り換わり、表示 

V ) 窓に現在の設定び表示されます。 


シ蠢 L 


フ□ント スピーカーの とさ 



™ I 

J j. 




i i : i .... 


センタースピーカーのとさ 


-: 

；； j- 




i ! ; i • 

■■ ■ ■ ■ d 


サラウンドスピーカーのとを 

し. . i 
...i i 


J 1 

} .. ::: 


i ! ; i 

■■ ■ ■ ■ n 


サブウーファーのとさ 

b 1 



i i : i , 




さス ピーカーまでの 距離を設定ずる 

. •^畔ボタンで調整します。 

• 0.3 m 〜9 m を 0.3 m 間隔で設 
をすることびでをます。 

4設定を終了ずる 

© 巧定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 



きス ピーカーまでの 距謎を調舊する 


サラウンドの設定 
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応用操が 

ドルビー J トチサルス ピーカーの設定 


サラウンドモードの「ドルビーバーチャルスピーカー (DOLBY V旧 TUAL)」（24 ぺージ）は左ちのスピーカー 
の距離によって似下の 2 つのモードから選ができ、 より高い効果を得ることができます。 


INv' r ■つ、 r'=; 


S 巧 入力切巧 

© 〇 

-まお切巧- 

[Ml ] [職 I I ディマ- 1 


L フラット1 5 ch ヴームス U - ブ 

UOOD 

マナー■艇 I 卜-ン I ァッテ：*-卜 

000 □ 

I -入換-, 

poooi 

し〇扣の讯 _ BS / CS _ FRONT—LINE J 


m 


巧 

才—卜 I サラウンドステレオ 

□□□ 
伍置一 CE 2 D - H 音 

Qj-lu 


ロロ ロロ 

S M L 芭定 



1 へッドホンプラグを差していない状態で、システム設 
定を選ぶ 


〇 

シ ii ム 


• しソ下び表示窓に表示されるまでシス 
テム設定ボタンを押します。 



• ADV インジケーターび点なします。 


ドルビーパーチヤルスピーカーの設定モードを還ぶ 

和ーボタンで還択します。 


絲 


Reference 

前ち定位の幅び2本のスピーカーの 
距離で決まります。 

Wide 


2本のスピーカーの幅び狭いとさ 
に、前ち定位に広びりと空間を持た 
せることびでをます。 


設定を終了ずる 



ミ夫定ボタンを押して終了します。 


因メモ 

▼工場出荷時は 「Reference」 に設をされています。 
▼ PCM9 己 kHz/88.2 kHz と DTS96 kHz を再生し 
ているとさは、ドルビーバーチヤルスピーカーは強 
制的にオフになり、設定の変更をでさません。 
▼再生する音声によっては効果の少ないをのびありま 
す。 
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応用操作 


ダイナミ ックレンジコントロールの謀を 


ダイナ S ックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらいルさな音からどのくらい大をな音までをさちんと 
(ルさな音はノイズに埋ちれずに、大さな音は歪まずに）再生でをるかを数値 (dB) で表したちのです。ダイナ 
5ックレンジコント□ールとは、このダイナッ5ックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画を楽しむと 
きなどは、ダイナミックレンジを圧縮すると微ルな音を聞きやすくなり、映画をより一層楽しむことびできます。 

DR 巳 OFF :ダイナ S ックレンジを圧縮せずにソフトに収録されたまま再生します。 

DR 巳 ON :ダイナミックレンジを圧縮します。 



応用操作 
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広用操作 


アルモノの設定 


モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを 1+ ] デュアルモノラル信号といいます。ここでは 
デュアルモノラル信号び入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この設 
逊ま、ム乂下のような MPEG-2 AAC やドルビーデジタルの1+1デュアルモノラルフォーマツトのソースにのみ 
ち効でず。 

• BS デジタル放送のモノラルの二力国語放送や音声を重放送など 

ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

• 二力国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したらの 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 
chi :チャンネル1の音声のみを再生するとを逞びます。 

ch2 :チャンネル2の音声のみを再生するとを選びます。 

chl/ch2 :チヤンネル1/チヤンネル2の音声をそれぞれ左/ものフ□ントスピーカーから分けて再 
生するとさ選びます。 



システム設定を還ぶ 

しソ下び表示窓に表おされるまでシス 
\ ^ テム設定ボタンを押します。 


シ晶ム 



2 再生ずる音声チャンネルを選ぶ 



押すたびにけ下のよラに切り換わり 
ます。 

I— ► chi ^- ► ch2◄ —I 


ch1 / ch2 4 


高音/ほ音を調整する【卜ージコント□ール) 




ま 巧 入力切 巧 

⑥ 〇 


11 ス■力 1 r 宙房 11 ディマ- 1 

じラリト1民わゲームス y - プ 

前〇日 

マト ■抵 1 h— ン1ァッテネ-卜 
000 □ 

1- A/jwJflk - ) 

100001 
Id 抑ぶ优 BS/CS FRONT LINE 


0 © り 
游レぷ 

(_ 牙ード-'1 ヴ3ウンド ス T レオ 

1 II |[ 1 

旧音イ Ea - H 青 

凸 Cu LJi_LJ 

ロロ ロロ 

S M L ぉ定 

Pioneer 

(AV アンフ） 


卜ーンコント □ —ルモードを選ぶ 

圧 EZ) • トーンボタンを押す。 

し） • 本体表示部の SOUND と TONE イン 
^ ジケーターが点灯します。 


2 高音、低音を調整ずる 


ほ音 ~~( 卜ーン )— 局 音 



• 高音を調整するときは高音+/—ボ 
タンを押す。 

• 低音を調整するときはな音+/—ボ 
タンを押す。 

• 高音、を音それぞれ±10 dB の範囲 
内、2 dB ステップで調整でさます。 


因メモ 

▼ I-ーン調整中に已砂！;!上、何ち操作びない場合は通 
常表示に戻ります。 









応用操作 



逞択されている入力に設をされた U スニングモード、サウ 
ンドモード、サラウンドスピーカーの出力設定の切り換え 
を表示、お認することびでさます。 


1リスニングモード、サウンドモードをお認ずる 
pii~l • 確認ボタンを押します。 

• 押すたびにリスニングモード、サウンド 
モード、サラウンドスピーカーの出力設 
定の切り換えを表示します。 （1 9、24〜 
27ぺージ） 

• 已秒間、何ち操作びない場合は元の表示 
に戻ります。 


応用操作 
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広用操作 


、 デイヌ-、ス y — ブタイマーを使5 


—時的に音を消す(ミュート) 


消音一 
ボタン 


S 巧 人力切冉 

© 〇 

-巧示切巧-, 

1 1職 I r ディマ-气 


しつラクト I 5 ch ゲームスリーブ 

UOOD 

マナー g ほ音 ( ァ巧トト 

000の 


000巧 

DVD/DVR BS/CS FRONT LINE I 


㈱ 。 h 

を^^ 〇 

f 才ート 1) 巧クンド ステレオ 
□ □□ 



アイ 7— 

ボタン 

スリープ 

ボタン 

アツテネート 
ボタン 


消音ボタンを巧ず 

消 • —時的に音び消えます。再度押すと元の音量に戻り 
まず。音量+/—ボタンでを5ユートを解除するこ 
とびでさます。 


ワンタッチで音量をでげる 


1 アツテネートボタンを巧ず 


アッテネート 

□ 


• 日 d 目〜一目 4 d 目は「一目己 d 目」、一日已 d 目政下 

は「-」と表汀^されます。 

• 元の音量に戻すには音量+ボタンを押してください。 


表示部の明るさを調整ずる(デイマー) 


1デイマーボタンを巧ず 

• 押すたびに表示部の明るさび「明るい」 r 少し暗い」 
「暗い」の3段階で切り換わります。 


ス U — プタイマーを設定する(スリーブ) 

時間を設定して自動的に電源を切ることびでをます。 


スリープボタンを巧ず 

— リ_7 • ス I 」ープインジケーターび点なします。 


-スリープ 

インジケーター 


-押すたびに時間び「30分後」「已〇分後」巧〇分後」 
「 OFF 」 の4段階で切り換わります。 


因メモ 

▼ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを]回押す 
と、現在の残り時間び表示されます。表示中に再度ス U —プボ 
タンを押すと再設定されます。 
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応用操作 


2音量を調節ずる 

音量+/—ボタンでお好みの音量に調節 
V — ^ します。 



3入力機器の再生をずる 


スピーカーの音量を調節ずる 

へへ •和崎ボタンで調整します。 

/ ? い.]祀単位で一] 0 dB 〜+… dB ® 

V V 間で調節することびでをます。 


4調節ずる スピーカーを 切り換える 

^ • CH レベルボタンを押します。 

リ • 押すたびに スピーカーび 切り換わり 

CH レベル まず。 


本機の電源を入れる 

電源 〇電源ボタンを押します。 


@ 


音楽、映画ソフトなどを実際に再生しながらスピーカの音量を調節することができます。政下の手順で操作しま 
す。 


設定を終了ずる 

© ミ夫定ボタンを巧して、システム設定モー 
ドを終了します。 


[ i ん力 1 「職 1 f ディマ- 1 1 


しフラット I 5 ch プームスりープ 

UOOD 

マナ — aes I h— ン I アツテ卜 
000 □ 

り000 
[_DVD/OVB_BS/CS_FflOW_UMj 

■^(2的)})_ 
かが > で 

I - 户 - 卜 - 1 巧ウンドステレオ 

□□□ 
旧音 一 CES- H 青 

lJ-Q □町 

I - ルーム投定 -1 

ロロ ロロ 

Ism L お定 


Pioneer 


◎ メモ 

▼巳 H レベルボタンを押してスピーカーの音量調 
節モードに入ったとさ、10秒間何ち操作び行 
われないとスピーカーの音量調節モードは自動 
的に終了します。 

▼ チャンネルレベルを調整したあとに、ルーム設 
定 (22 ぺージ)やテスト I ンによる設を (28 
ページ)を行ラと、その設定び優先されます。 

▼へッドホンを挿入しているとさは出カレベルを 
調整することはでをません。 


4 6 5 


応用操作 
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広用操作 


すべての設定を工場出荷時に戻す 


本機のずべての設定を工場出荷時に戻します。この操作を行ラ前に、必要に応じて現在の設定を覚え書きして残 
しておくことをお勧めします。工場出荷時の設をについては『工場出荷時の設定一覧』 (39 ページ)をご覧くださ 



1 ルーム設定ボタンを巧ず 

何を操作しない状態で10砂 
経過すると通常動作に戻りま 
す。 

2 >ボタンを巧ず 




表示部にしソ下のよラに表示されます。 



3 「 RESET ?」 表示中に*ボタンを巧ず 

表示部にしソ下のよ5に表示されます。 


4 roK?j 表示中にミ夫定ボタンを巧ず 



© 表示部にし U 下のよラに表示され、設定び 
工場出荷時に戻ります。 
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その他 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに UTF のような表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音青び収録されていることびをく、どの音声を聴くか選ぶことびできます。 

例）煩)） 1.英語（己.1 ch サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 器^^ 


3.英語 （ DTS 己. Ich サラウンド） 


収録音声数 記録ち式 

音青記録方が 


ドルビーデジタル PP 声背岸 2 

□ V □の標準音声フオー マツ トの1つとして採用された音声圧 
縮記録ち式です。モノラル信号 (1 ch ) やドルビーサラウンド信 
号た ch ) などか5己. ] ch サラウンド信号(現在の映画や DVD 
の記録方式のを流）まで網羅する柔軟性の高いち式です。 
日. Ich ソフトの各チヤンネルには、独立した音声と LFE と呼 
ばれる低音びデジタルで記録されています。臨場感あふれる 
ドルビーデジタルサラウンド再生を楽しむためには DVD プ 
レーヤーと本機をデジタル接続することび必要です。 

n ) C I T A I 

DTS む 

デジタルシアターシステム （Digital Theater System ) の略 
です。己. Ich サラウンドび主滿で、音声の低圧縮率とデータ 
の高転送レートびもたらす豊富な情報量によ0、高音質マル 
チチヤンネルサラウンド再生を実現します。 

DTS 信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタル 
接続することび必要です。 

PCM 

Pulse Code Modulation の略で、圧縮していないデジタル 
音声です。 CD の音声はほとんどこの方式で、 DVD の標準音 
声フ オーマツ トの] つで ちあ0ます。 CD のヴンプ U ング周波 
数び44 kHz であるのに巧し、 DVD のヴンプ U ング周波数は 
48 kHz や目目 kHz と高いので、 DVD のちびより高音質の音 
声を楽しむことびできます。通常は 2 ch で収録されています。 

MPEG-2 AAC(Advanced Audio Coding) 

MPEG -2 オーディオの標準ち式の 1 つで、 巨 S デジタル放送 
で探巧されている音声符号化規格です。低ビツトレートでか 
つ 高音質を確保でさる点げ特長で、番組内容によりマルチ 
チャンネル設定び可能なフオーマツトです。 L 处下び米国パテ 
ントナンバーです。 


08/937,9加 

5 297 236 

日，481,614 

己，490,170 

5848391 

4,914,701 

5,日92,584 

己，264,84目 

己，291,己己7 

5,23日，671 

5,781,888 

己，268,68己 

己，4引,9己4 

07/640,日日日 

08/039,478 

己，37日，189 

5 400 433 

5,日79,430 

日8/211,己47 

己，日81,目己4 

己，222,189 

日8/678,66目 

5,7日3,999 

日 5-1 83,988 

5,357,594 

98/03037 

08/557,046 

己，日48,己74 

5 752 225 

97/02875 

08/894,844 

08/日06,729 

己，394,473 

97/02874 

日，299,238 

08/己76,49已 

己，已83,962 

98/03036 

5,299,239 

5,717,821 

己，274,740 

5,227,788 

日，299,240 

08/392,756 

己，633,981 

5,28日，498 

5,197,087 



音声記録ち式(フォーマット） 

再を方式 

マルチチヤンネルサラウンド再生 

3本 L 处上のスピーカーでサラウンド再生することです。 3 ch 
上で記録されているソフトについてはソフトに忠実に再生 
しまず。なかでち日. Ich サラウンド信号の再生は、すべての 
スピーカーか5それぞれ異なる音声が出力されるので、ドル 
ビープ□□ジック II 再生に比べ、より立体感のある音場で迫力 
のある臨場感を楽しむことびできます。 

ドルビープ □□ ジック II 再を 

ドルビープ□□ジックは、 2 ch 信号をサラウンド再生するた 
めの代表的なマト U ックスデコード技術です。これをさ5に 
改良したドルビープ□□ジック II は(ステアリング n ジック回 
路によりたか信号を已 . Ich に拡張することびできます 。 CD 
のよラな通常のステレオ音楽素材に対してちより優れた立体 
音場効果、包囲感、より明確な定位をちたらし、ドルビーサラ 
ウンドエンコードされた素ネオはディスク U —卜已 . Ich に匹敵 
する移動感を実現します。 


プ□□ジックとプ□□ジック II の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

効果的な ソース 

ドルビーサラウンドエン 
コード処理されたステレ 

3 曰ド 

すべてのステレオ音声 

デコード 
チヤンネル数 

4 .Ich 

(サラウンドモノラル） 

己 . Ich 

(サラウンドステレオ） 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 


デコード 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの圧縮された 
デジタル信号を解凍して再生することです (2 ch 信号をドル 
ビープ n □ジック II 再生することをマト U ックスデコードと呼 
ぶことびあ0ます)。 


ドノレビーラボ’ラ トリーズからの実施権に基づさ製造 
されています。 Dolby 、 ドルビー、 Pm し〇宫 ic 及び 
ダブル D 記号及び AAC □づは、ドルビ~ラボラト 
リ~ズの商標でず。 


[DTSJ および [DTS Digital Surround 」 は米国 
Digital Theater Systems , Inc . の登録商標です。 
米国 Di 呂け al Theater SystemsJnc 力、らの実施権 
に基づさ製造されています。 


応用操作 S 他 
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電波に関するごを意 


•本機は盗聴防止機能を搭載してお0ますび、傍受（無線通 
信内容を第云ちび別の受信機で故意または偶然に受信する 
こと）にごを意ください。本機は電波を使巧している関係 
上、第兰をが故意に傍受するケースち考え5れます。機密 
を要する重要な通信や人命にかかわる通信には使用しない 
で < ださい。 

• 本機は電波法に基づくル電カデータ通信システム無線局設 
備として、技術基準適含証明を受けています。したびって 
本機を使用するときに無線局のを許は必要ありません。ま 
た、本磯は曰本国巧のみで使巧できます。 

本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用していまず。こ 
の周波数の電波は、下記①に示ずよ5にいろいろな傑巧びほ 
用していまず。また、お客様に巧巧びわか0にくい傑巧とし 
て下記 ② に示ずような機器もあります。 

① 2.4 GHz を使巧する主な機器の例 

• コードレスフオン 
• コードレスファクシミリ 
•電子レンジ 
•無線 ルーター 
-ワイヤレス AV 機器 
• ゲーム 機のワイヤレスコント □- ラー 
-マイク □波治療機器類 
• 目 luet 日日 th 対応機器 

② 存在げわか0にくい 2.4 GHz を使巧する主な機器の例 
•万引き防止システム 

• アマチュア無線局 
-工場や倉庫などの物流管理システム 
. 鉄道車両や緊急車両の識別システム 

これらの機器と本システムを同時に使用すると、電波の干渉 
により、音びとぎれて雑音のよラに聞こえた0、音が出なく 
なることびあります。このようなときは、本機の TUNED イ 
ンジケーターび点滅または消なしますび、電波干渉によるわ 
ので本機の故障ではあ0ません。 

受信状況の改善ち法としては下の方法びあります。 

-電波を発生している相手機器の電源を切る 
-干渉している機器の距離を離して設置する 
-トランスミッターのチャンネル選おボタンで干渉されなし、 
他のチャンネルを選択する 

巧の場所では本傑をほ用しないで < ださい。ノイズび出た0、 
送信/受信びでをな< なる場合びありまず。 

•同じ周波数帯 （2.4 GHz ) を利用する無線通信機器である 
Bluetooth . 無線 LAN 、 また電子レンジなどの機器の磁場、 
静電気、電波障害び発生するところ。（環境により電波び届 
かない場合びあります） 

•ラジオか5離してお使いください。（ノイズび出る場合びあ 
0ます） 


•テレビ、ビデオ、 BS チューナー、 CS チューナーなどアン 
テナ入力端テを持つ AV 機器のおくでトランス S ッターを 
使用した場含、ワイヤレススピーカーの近くのテレビにノ 
イズび出ることびあります。トランス S ッターをアンテナ 
入力端テか5遠ざけて設置してください。 

♦本機は、技術基準適合罰明を受けていますので、段下の事 
項を行ラと法律で罰せられることびあります。 

•分解/改造すること。 

-本機にはってある証明ラベルをはがすこと。 


2 .4DS4 

1 ~~ fL ① 

I -«-② 

■ -»-感 

①「4」想定される与干渉距離(約4日 m ) を表します 
③ 「 DS 」 変調方式を表します 
感に4」 GHz 帯を使用する無線設備を表します 

•本機の使用する周波数帯域に.4 GHz ) では、無線通信機 
器である Bluetooth 、 無線 LAN 、 また電子レンジなどの機 
器の他、工場、製造ラインなどで使用されている移動体識 
別用の構内無線局（免許を要する）及び、特定ル電力無線 
局が同じよラに利用して運用されています。 

本磯を使用する前に、おくで移動体識別用の構内無線局、及 
び特定ル電力無線局び運用されていないことを確認してく 
ださい。 

万一、本機か5移動体識別用の構内無線局に巧して電波障 
害の事例び発生した場含、すみやかにその場での本機の使 
用を中断して < ださし、。 

使用範囲について 

•ご家庭内での使用に限0ます。 

(通信の環境により伝送距離げ短くなることがあ0ます） 

巧のよ5な場合、電波が態び悪<なった日電波び届かな<な 
ることび原因で、音青び透切れた日停止したりしまず。 

•鉄筋コンク U —卜や金属の使われている壁や床を通して使 
用する場合。 

-大型の金属製家具のおくなど。 

•人混みの中や、建物障書物のおくなど。 

•同じ周波数帯 （2.4 GHz ) を利用する無線通信機器である 
Bluetooth . 無線 LAN 、 また電子レンジなどの機器の磁場、 
静電気、電波障害び発生するところ。 

•集含住宅（アパート•マンションなど）にお住まいで、お 
隣で使用している電子レンジ設置場所び本機に近い場合。 
尚、電子レンジは、使用していなければ電波干渉はしません。 
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電液の反射について 


•ワイヤレススピーカーに届く電波には、トランスミッター 
か5直接届<電波（直接波）と、壁や家具、建物などに反 
射してさまざまな方向か5届く電波（反射波）びあります。 
これにより、障害物と反射物とのさまざまな反射波が発生 
し、電波状態の良いイ立置と悪い位置び生じ、音声びラま< 
受信でさなくなることびあります。このよラなとさは、ワ 
イヤレススピーカーの場所をかし動かしてみてください。 
トランス S ッターとワイヤレススピーカーの間を人間び横 
切った0、おづいたりすることによってち、反射波の影響 
で音声びとざれたりずることがあ0ます。 


[〇ま意 

お客さま、または第云者使用によるこの製品の使用によつ 
て受け5れた損害については、法令上賠償責任び認め5れ 
る場をを除さ、当社は一切の責任を負いませんので、あ5 
かじめご了承ください。 


まをにお淀いいただ<ために 


•高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電モ機器の近<では 
使巧しない。 

電子機器に誤動作するなどの影響を与え、事故の原因とな 
る恐れびあります。 


保証とア フターサービス 


保証書(別滿) 


保証書は、必ず r 販売店名 • 購入日」などの記入を確かめて販 
売店か5受け取っていただき、内容をよくお読みのラえ、大 
切に保管してください。 


保証期間はご購入日か51年間でず。 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切0後最低8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維持す 
るために必要な部品です。 


修理に関するご質問、ご相談 


お買上げの販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
答品などで販売店に修理の依頼びでさない場含は修理受付セ 
ンターに ご相談くださし、。 


修理を巧巧されるとを 


「故障かな？と思った引饮ぺージ)に従って調べていただき、 
なお異常のあるときは、必ず電源プラグを抜いてから、お買 
い上げの販売店へご依頼ください。 

修理を怯巧されるとをは、トランス5ッターとワイヤレス 
スピーカーを2つ1おとしてごほ巧ください。 


ごま意いただをたい電子傑器の阿 

補聴器、ペース;<ーカー、その他医療用電気機器、火災報 
知器、自動ドア、その他自動制御機器など。 

ペース乂ーカー 、その他医療用電気機器をご使用される方 
は、該当の香医療巧電気機器メーカーもしくは販売業をに 
電波による影響についてご確認ください。 

•航空機器や病院など、使用を禁止された場所では使用しな 
い。 

電子機器や医療用電気機器に影響を与え、事故の原因とな 
る恐れびあります。医療機関の指示に従ってください。 

• tm が封を pjM 采^^^^^^ 


設定頂目 

初期値 

参•昭ぺージ 

入力 

DVD/DVR 

20 

立目 

曰里 

-74 服 

20 

U スニングモード 

才ート 

(すべての入力） 

2已 

サウンドモード 

フラット (FLAT) 
(すべての入力） 

27 

サラウンドスピーカーの出力設 
定の切り換え 

W.SURROUND 

19 

バーチャル設定 

Reference 

30 

各スピーカーまでの距離 

ルーム設定 MID 

29 

CH レベル 

ルーム設定 M 

3已 

表示部の明るさ調整(ディマー） 

明るい 

34 

ダイナミックレンジコントロー 
ルの設定 

OFF 

31 

デュアルモノの設定 

chi 

32 


連結していただをたい内容 

-商品名：日. Ich サラウンド•システム 
• 型番： HTP - S 3 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• ご住所 
• お名前 
-電話番号 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

保証期間中は… 

修理に際しては、保罰書をご提示ください。保証書に記載さ 
れている当社の保証規定に基づき修理いたします。 

イ呆証期間が過ぎているとをは… 

修理すれば使巧でをる製品については、ご希望により有料で 
修理いたします。 


そ 

の 

他 
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巧廣かな？と思ったら 


思ったとおりに動かないと思ったときは！; TF を確認してみてください。案外簡単なミスや勘違いをしていることをあります。ま 
た、本機!;に原因びある場合も考えられますので、ご使巧中の他の機器や、同時に使巧している電気機具もあわせてご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合はお買い上げの販売ちまたはお近<のご相談窓□に修理を依頼して<ださし、。 

r 音が出ない J とまは、まずな下の®®を確認して<ださい! 

©テストトーンを出力ずる (28 ぺージ） 

接続したすべてのスピーカーか5テストトーン(ザーといラ音)び出力されているか確認してください。テスト I -ーンび出力 
されないスピーカーびあるとさは、接続を見直してください。 

® 入力信号とリスニングモードを確認ずる (33 ぺージ） 

入カボタンを押して r 入力している圧縮音声信号」を確認し、確認ボタンを押して「すべてのスピーカーか5音げ出るリスニン 
グモードび選がされているか」を確認してください。思ったとお0に音び出ていないとをは、 L 处下のページをご覧くださし、。 
『入力機器の設定を確認する』 (21 ページ） 

『1」スニングモードの種類と効果について』 (24 ページ） 

上記①②を確認してを音び出ないとまは、な下から42ページをご覧<ださい! 


電源が入6ないまたは電源び自動的に切れる 


を状 

原因 

対策 

自動的に本機の電源び切 

-本機内部の温度び許容値を超えた。 

-風通しを良くしてください。 

れる。 

• 放熱フアンの故障です。 

-修理を依頼してください (44 ページ)。 


-本機の故障です。 

• 再び電源を ON にしても電源び入らないときは、すぐに本機の使用を 
中止して電源コードを损き、修理を依頼してください (44 ぺージ)。こ 
の症状び起さたあとは電源の ON/OFF を繰り返さないでください。 


-音量び大さすぎる。 

. 音量をルさくしてから電源を入れ直してください。 


• スピーカー]-ドびシヨート脂触）して 

• スピーカーコードのお線を再度しつかりねじり直して、スピーカー端 


いる。 

テからはみ出ないよラに接続してください。 


音げ出なけつた日 、ノイスがぶるとき 


を状 

原因 

対策 

音び出ない。 

-入力を再生機器に合わせていない。 

• 音声び一時的に消音にュート)されてい 
る。 

-音量びルさ<なっている。 

-接続した]-ド/ケーブルび端テから外 
れているまたは接続び間違っている。 

-接続したコード/ケーブルや端子のピン 
プラグび巧れている。 

-入力切換つまみ (INPUT SELECT 曰 R) で入力を再生機器に合わせて 
<ださい。 

• 1」モコンの消音ボタンを押してください。 

• 音量つまみ (MASTER VOLUME) で音量を調節してください。 

-接続を確認してください。 

-汚れを拭を取って<ださい。 

デジタル接続している機 
器から音び出ない。また 
はノイズび出る。 

• DVD プレーヤーのデジタル出力の言受定 
びオフに設定されている。 

• CD-R 日 M などのデータ信号を入力して 
いる。 

- DVD プレーヤーのデジタル出力の言受定をオンに言受定して<ださい。 

. 本機はデータ信号に対応していません。 

フ□ント左/ちスピー 
カー(チャンネル)から音 
び出ない。 

• フロント左/ちのスピーカーの音量 
(チャンネルレベル)が左/ちいずれかに 
偏っている。 

• フ□ント左/ちのスピーカーの音量(チヤンネルレベル)を調整してくだ 
さい (3 曰ページ)。 

サラウンド、ワイヤレス 
またはセンタースピー 
カーから音び出ない。 

-サラウンドまたはセンタースピーカー 
の出カレべ J レび下びっている。 

-サラウンドまたはセンタースピーカー 
の接続び外れている。または、接続を間 
違えている。 

• 2ch 出力のサラウンドモード(「ステレ 
才」など)を選んでいる。 

• 再生しているソフトやテレビ放送の音 
声び 2ch 分しか入っていない。 

• ワイヤレススピーカーの TUNED イン 
ジケーターび点'なしていない。 

-スピーカーのレベルを上げてください (3 日ページ)。 

• スピーカーを正し<接続して<ださい。 

-マルチチヤンネルのサラウンドモード (「MOVIE」 など)を選んでくださ 
い。 

. 入力信号の種類にかかわらず、常にマルチチヤンネル音声を聴をたい 
とさは、マルチチヤンネルの U スニングモード(「サラウンド」など)を 
選んでください。 

• トランス S ッターのチヤンネル選択ボタンを巧してチヤンネルを切り 
換えるかトランス S ッターの位置を動かしてみてください。 


40 




その他 


症状 

原因 

巧策 

サブウーファーから音び 
出ない。 

-サブウーファーの出カレベルび下びっ 
ている。 

-接続びがれている。 

-「サウンドモード」の「マナー」を選ん 
でいる。 

-サブウーファーの出カレベルを上げる (3 已ページ)。 

-サブウーファーを正しく接続してください。 

-「マナー」を解除して<ださい。 

ドルビーデジタルや 
DTS 音声などで収録さ 
れているソフトを再生し 
てを音び出ない。または 
ノイズび出る。 

• アナ□グ音声び入力されている （□□/ 
DTS インジケーター消む)。 

• DVD プレーヤーから DTS 音声び出力 
されていない。または DTS 出力び「才 
フ」に設定されている。 

• デジタル音声の出カレベルび低い(出力 
レベル調整機能び付いている CD プ 
レーヤーなどのとさ)。 

. 再生機器と正しくデジタル音声接続して<ださい。 

• DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS 出力を「オン」に 
設定してください。 

. 再生機器のデジタ J レ音声の出カレベルを上げてください。 

DTS 対応の CD プレー 
ヤーでサーチするとノイ 
ズが出る。 

. サーチ中に含まれるデジタ j レ晴報を読み 
取ってしまラ。 

• これは故障ではありません。サーチ中は本機の音量をルさくして、ス 
ピーカーから出る音を抑えてください。 

音び歪む。 

-音量び大さすぎる。 

• 本機の音量をかさくしてください。 

96 kHz/24 b けの DVD 
ソフトを再生ずると音び 
大さい。 

• DVD ソフトに収録されている音量レべ 
ルび大をい。 

• 本機の音量をルさくしてください。 

映傲び乱れる。 

-本機と干渉している。 

-映像び乱れているとさはテレビから本機を離して<ださい。 

カセットデッキにノイズ 
び入る 

-本機と干渉している。 

-本機またはカセットデッキの場所を変えてください。 

テスト1-ーンび出ないス 
ピーカーびある。 

-接続びがれている。 

-正しく接続してください。 


インジケーターげ点なしな U または違5インジケーターび点なするとを 


樹犬 

原因 

対策 

ドルビーデジタルまたは 
DTS などの DVD ソフ 1- 
を再生しているときにデ 
コードのインジケーター 
が点灯しない。または違 
ラインジケーターび点灯 
する。 

-再生機器び停止または一時停止している。 

-再を機器の音声出力び間違って設定され 
てレる。 

• 再生しているソフトの音声出力び間違っ 
て設定されている。 

-ドルビーデジタルまたは DTS で収録され 
ていない部分を再生している(メニュー画 
面など)。 

. 再生機器の再生を開始する。 

. 再生機器の音声出力を正しく設定する。 

. 再をしている DVD ソフトの音声出力を正しく設定する。 

-ドルビーデジタルまたは DTS で収録されている音声を再生していると 
をのみインジケーターび点灯します。 

日 S デジタル放送をデジ 
タル音声で聴いていると 
さに AAC インジケー 
ターび点:なしない。 

-日 S デジタルチューナー(または日 S デジ 
タルチューナー内蔵テレビ)の音声出力 
を PCM に設定している。 

• 巨 S デジタルチューナーの取扱説明書をご覧になり、 MPE 日 (AAC) 音 
声が出力されるよラに設定する。 


その化 


症状 

原因 

対策 

U モコンで操作でをな 
い。 

-リモコンの電池び消耗している。 
•本体との距離び離れすぎている。 U モ 
コンを向けている角度び範囲がである。 

-リモコンと U モコン受光部の間に信号 
を遮る障善物びある。 

-堂光灯などの強い光び1」モコン受光部 
に当たっている。 

-電池を交換する (7 ページ)。 

. 本体リモコン受光部から7 miU 内の範囲で操作してください(日ペー 

バ） 

. 障善物を取り除いてください。または、操作する場所を変えてくださ 
い。 

- U モコン受光部に光び直接当たらないよラにしてください。 

表示び暗いまたは明るす 
ぎる。 

• 表示部の明るさの調整び適当でない。 

• 表示部の明るさ(デイマー)を調整してください (34 ページ)。 

設定びすべて工場出荷時 
に戻ってしまった。 

•約]週間政上電源コードを抜いたまま 
にしてし、た。 

•約]週間し以上電源コードを抜いた状態にしておくと、設定び工場出荷 
時に戻ります。再度設定してください。 

リモコンの CH レべルボ 
タンを押してち選べない 
スピーカーびある。 

• 2ch 出力のサラウンドモード(「ステレ 
才」など)を選んでいる。 

-マルチチヤンネルのサラウンドモード (nvi 日 VIE」 など)を選んでくださ 
い (24 〜26ページ)。 
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その他 


ワイヤレススピーカー関係 


捆犬 

原因 

対策 

ワイヤレススピーカーの 
音声びとざれる。 

-本機の使巧する電波は、高い周波数を 
使巧しているため、光と同じよラに直 
進、反射、屈折、回折、干渉などの性質 
を持っています。そのため、場所により 
電波の強弱が起こり、音声び止まった 
りすることびあります。 

• トランス S ッターとワイヤレススピー 
カーの距離び離れすぎている。 

-電気雑音の発生しやすいところで使巧 
している。 

-設置場所を変えてみてください。 

-電波の届く範囲でご使用ください。 

-設置場所を変えてみて<ださい。 

ワイヤレススピーカーの 
音声び突然とぎれるよラ 

-近くに同じ周波数帯に.4 GHz) を利用 
する無線通信機器である、 Bluetooth、 
無線 LAN、 コードレスフオン、ゲーム 
機のワイヤレスコント□ーラー、また電 
子レンジなどの機器び作動している。 

• 設置場巧を変えてみてください。または、トランス S ッターのチャン 
ネルを変えてみてください。同じ周波数帯を使巧している機器も、 
チャンネル変更び可能なら、変えてみてください。 

トランスミッターから出 
力された音声をワイヤレ 
ススピーカーび受信でさ 
ない。 

-障善物と反射物の影響で電波状態の良い 
位置と悪い位置びあります。 

-別に購入されたトランスミッターとワイ 
ヤレススピーカーを使用している。 

• トランスミッターとワイヤレススピーカーの位置を少し動かしてみて 
ください。 

• トランス S ッターとワイヤレススピーカーは巧になっており、お互い 
に識別しています。別に購入されたトランスミッターとワイヤレスス 
ピーカーでは通信でさない仕組みになっています。 

トランスミッター周辺に 
設置されたテレビの画像 
び舌 L れることびある。 

• トランスミッター周辺にアンテナび取り 
付けられている AV 機器びある。 

-トランス S ッターを AV 機器のアンテナ入力 S 請子から遠ざけてくださ 
い。 


目的別索引 


「目的(本機でやりたいこと)」から詳細び載っているページを探してください。 


目的 

対応している項目 ー ベージ 

再生 

2つのフ□ントスピーカーから音を出したい(ス 
テレオ再生)。 

再生する(基本再生) 一20ページ 

U スニングモードの種類と効果について一24ページ 

サラウンドに関する設 
定(システム設定） 

3つじ(上のスピーカーから音を出したい(マルチ 
チャンネルサラウンド再生)。 

再生する(基本再生)一20ページ 

1」スニングモードの種類と効果について一24ページ 

音量調節 

視聴位置 (U スニングポジション)からスピー 
カーまでの距離を設定したい。 

各スピーカーまでの距離を調整する一2日ページ 

一時的に音を消したい。 

一時的に音を消ず (S ュート)一34ページ 

スピーカの音量を個別に調節したい。 

特定のスピーカーの音量を調節する(チヤンネルレベル)一3日ぺージ 

音質 

再生するソフトのジャンルに合わせてサウンド 
を選びたい。 

U スニングモードの種類と効果について一24ページ 
サウンドモードの種類と効果について一27ページ 

高音やな音を和らげたい。 

サウンドモードの種類と効果について一27ページ 

低音を大さくしたい。 

サウンドモードの種類と効果について一27ページ 
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その他 


型式 . 密閉式ブックシェルフ型 

防磁設計* ( J 曰 TA ) 

使用フピーナ I 一 

フルレンジ . 10 cm X 7 cm (コーン型） 

公称インピーダンス . 6 n 

再生周波数帯域 . 84 Hz 〜2日000 Hz 

最大入力 . 35 W ( J 曰 TA ) 

外あ寸法 . 202 mm X 80 mm X 79 mm 

(幅） X 搞さ ）X (奥行） 
質量 .0.8 kg 


スピーカーコネクター . 

保証書 . 

取扱説明書（本書） 

スピーカーシステム部 （ S - S 2) 

スピーカーコード . 

滑0止めパッド（か） . 

滑り止めパッド（大） . 

壁掛け金具 . 

ネジ . 


ヴブウーファー 

型式 . バスレフ式フ□ア型 

防磁設計> ( J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

ウーファー . 13 cm (コーン型） 

公称インピーダンス . 6 n 

再生周波数帯域 . 3已 Hz 〜3 000 Hz 

最大入力 . 35 W ( J 曰 TA ) 

外あ寸法 . 150 mm X 258 mm X 329.5 mm 

(幅） X 搞さ ）X (奥行) 
質量 .3.5 kg 


* 「防磁設計 ( JEITA ) J とは、（社）日本電モ機械工業を 
( J 曰 TA ) の技術基準に適合したスピーカーシステムです。 


ワイヤレススピーカーシステム部 （ XW -06) 


オーディオコード . 1 

AC アダプター . 1 

電源コード . 1 

コーションラベル . 1 


撕 仕様およびが観は改良のため予告なく変更することげあり 
まず。 


そ 

の 

他 
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仕様 


アンプ部 ( VSA - S 3) 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 1 kHz 、 10 0/〇、目が 


フ□ント . 35 W/CH 

センター . 3日 W 

サラウンド . 3己 W/CH 

サブウーファー . 35 W 

入力端子(感度/インピーダンス） . 200 mV /47 kO 


電源 . AC 100 V 、曰0 Hz /60 Hz 

消費電力 .135 W 

スタンバイ時消費電力 .0.7 W 

外あ寸法 . 210 mm X 78 mm X 321 mm 

(幅） X 搞さ ）X (奥行) 
質量 .4.5 kg 


フ□ントスピーカー 

型式 . 密閉式ブックシェルフ型 

防磁設計< (J 曰 TA ) 

イホ用フピーナ I 一 

フルレンジ . 10 cm X 7 cm (コーン型） 

公称インピーダンス . 6 n 

再生周波数帯域 . 90 Hz 〜20 000 Hz 

最大入力 . 35 W (J 曰 TA ) 

外あ寸法 .] 日日 mm X 157 mm X 83 mm 

(幅） X 搞さ） X (奥行) 
質量 .0.8 kg 


センタースピーカー 


ワイヤレススピーカーシステム部 ( XW -06) 

ワイヤレススピーカー 


電源 . AC 10日 V 、己0 Hz /60 Hz 

消費電力 . 30 W 

アンプ 

最大出力 （ JEITA ). 10 W/ch 

(1 kHz ， THD 10 %, 4 n) 

スピーカーユニット . 7 cm (コーン型 ）X 2 

質量 .2.9 kg 

外あ寸法 . 4目1.已 mm X 17目.已 mm X 9已 mm 

(幅） X 搞さ） X 娛行） 

トランスミッター 

AC アダプター 

電源 . AC 10日 V 、己0 Hz /60 Hz 

定格 . 9 VA 

定格出力 . DC 12 V /300 mA 

消費電力（本体のみ） . 2 W 

入力 . RCA ジャック 

質量 .0.3 kg 

外形寸法 . 166 mm X 56 mm X 112 mm 

(幅） X 搞さ） X 娛行） 


アンプ部 （ VSA - S 3) 


U モつン . 1 

単3お乾電池 . 2 


光デジタルケーブル 


スピーカー システム部 ( S - S 2) 


電源部•その他 



21 4 8 3 2 4 
































































その他 


修理のご相談/修理についてのお巧い合ねだ窓 □ 


パイオニア製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理についてはお買いホめの販売店へご依頼くださ 
い。万一お困りの場合は、窓□(裏表紙)へご相談くださるよラお願いいたします。 


サービス拠点リスト ♦認定店は不在の場合もございますので、持ち込みを望のお客様は 修理受付センタ~ にご確認ください。 

サービス拠点への電話は、上記の修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちはミ中縄サービスステーシヨンでお受けします） 


•化海道地区 

I ☆ホし幌サービスセンター 
化川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付巧〜金 9: 30〜18: 00 (± ■日■巧.弊社休業日は徐く） 

☆拠点は、±曜も受イ寸9 : 30〜12:00、13: 00〜18 : 00 (弊な化業日は除く） 

FAX 011-611-5694 〒〇 64-0822 化幌市中央区化2を西 20-1-3 クワザワビル 
FAX 0166-55-7207 干 070-0831 旭川市旭町1を1 T 目 438-89 
FAX 01 55-23-7757 〒〇 80-001 日帯広市西5条南28 T 目1 -1 
FAX 01 38-40-6473 干 041-0811 函館巿富岡巧 2-18-7 


•東北地区 

☆仙台サービス七ンター 

FAX 

022-375-4996 

受付月〜金 9: 30 〜 18: 00 (±■日•巧•幹社休業日はおく） 

☆拠点は、±曜も受イ寸 9:3 0- 1 2:0 0. 1 3:0 0-18:00 (弊社:休業日は除く） 
于981 -31 21仙台市泉区上谷刈 6-10-26 

山おサービス認定店 

FAX 

023-615-1627 

干 990-0023 

山形巿お波 1-8-1 7 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991-7466 

〒 963-8861 

郡山市鶴見坦 1-9-2 日クレールアヴエニュー伊藤第2ビル 1 FD 号 

盛岡サービスステーシヨン 

FAX 

019-659-1895 

〒 020-0051 

盛岡市下太田下川原1日3-1 

青森サービス認定店 

FAX 

017-735-2438 

干030 -0821 

青森巿勝田 2-16-10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178-44-3351 

〒〇3 1-0802 

八戸巿か中野 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 

〒〇 10-0802 

秋田市外旭川字植の目 346-1 


•関東-甲信越地区 （ 1 ) 

世田をサー ビス ステーシヨ ン FAX 03-341 9-4234 

墨田サー ビス ステーシヨ ン FAX 03-3621-7610 

城北サー ビス ステーシヨ ン FAX 03-3 日 50-3625 

を 摩サー ビス ステーシヨ ン FAX 042-524-5947 


受付月〜± 9: 30〜18: 00 (日•巧•鲜社休業日は除く） 

〒 155-0032 世田谷区代お 4-25-9 
于 130-001 1 墨田区石原 4-27-9 中島にハイツ 1 F 
干1 75-0083 お橋区徳丸 4-1 1 -4 
〒190-0003立川巿栄巧 4-18-1 エクセル立川 1 F 


•関東-甲信越地区 （2) 

新 谓サービスステーシヨ ン FAX 025-241-1 879 

佐ミ度サービス指定店横山電機商会 FAX 0259-63-3400 
FAX 043—207— 25己己 
FAX 029-248-1306 
FAX 0298-58-1369 
FAX 048-651-8030 
FAX 04 日- 233-6581 
FAX 028-657-5882 
FAX 0270-22-1859 
FAX 045-943-3788 
FAX 045-943-3155 
FAX 046-224-7724 
勝見電機 TEL 04994-6-1246 
FAX 0263-48-0575 
FAX 026-229-5250 
FAX 055-228-8003 


I ☆千葉サービスセンター 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
I ☆埼玉サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
I ☆神奈川サービスセンター 
横お北サービス認定店 
厚木サービス認定店 
兰宅島サービス指定店 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


受付ち〜金 9: 30〜18: 00 (± •日•巧•弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付 9:3 0-1 2:0 0. 13:0 0-18:0 0 (弊な休業日は除く） 

干9日 0-0 日13新谓巿證 1-5-23 
干 952-1 209佐お市金井町千種11 58-1 
干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 おの実ハイツ1 F 
干31 0-0844 水戸巿住吉巧 307-4 
干 305-0045 つくば巿梅園 2-2-6 
干 331-0812 さいたま巿化区宮原町 1-310-1 
干 350-0804 川越市下に谷1 128-1 1 
干321 -091 2宇都宮巿石井町 3373-1 

干 372-0801 伊敦崎巿宮子巧 1191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデュール茅ヶ崎 
干 224-0036 横お市都筑区勝田南 1-19-1 7 
干 243-0807 厚木巿金田 339-1 金田コーポフロンテア201 
干100 -1211 云ち村大字坪田 

干 390-08 日2お本市大字島立 180-5 パイオニア松本拠点 1 F 
干 380-0935 長野巿中御所 1-24 
干 400-0035 甲府巿飯田 4-9-14 


•中部地区 

☆名古屋サービスセンター 

FAX 

052-532-1 148 

受付巧〜金9: 30〜18: 00 (± •日•祝•弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付 9:3 0-1 2:0 0. 13:0 0-18:0 0 (弊社が業日は除く） 

干 451-0063 名古屋市西区押切 2-8-18 

岡崎サービス認定店 

FAX 

0564-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大和町字荒田 36-1 大巧ビレッジ B -1 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

干 514-0821 

ま市垂水522-日 

山ま阜サービス認定店 

FAX 

058-274-5256 

〒 500-8356 

岐阜市六条江ま 1-1-3 

静岡サービスステーション 

FAX 

054-237-5691 

干 422-8034 

静岡市駿河区高松 1-6-5 

沼津サービス認定店 

FAX 

055-967-8455 

干 410-0876 

沼ま市化今お] 2-7 

浜松サービス認定店 

FAX 

053-422-1401 

〒 435-0042 

浜松巿樓ヶ瀬巧415ビフモ X ルナ日号 

金巧サービスステーション 

FAX 

07 巨- 269-4758 

干 920-0362 

金お市古府1 Tg 178 

富山サービス認定店 

FAX 

076-425-3027 

于 939-8 … 

富山巿二□巧 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

0776 -27-17 日 8 

干 910-0001 

福井市大願寺 3-5 -日 


44 





その他 


•関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪化サービス認定店 
大阪南サービス認定 店 
神戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定 店 
京都サービスステーション 
奈良サービス認定店 
福失 日 山サービス認定 店 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

06-6310-9120 
06-6453-5666 
0722-75-2625 
078-265-0832 
0792 -51-2656 
0734-46-3026 
075-352-2588 
0742 -36-8713 
0773-24-5375 

受付月〜金9: 30〜18: 00 (± ■日•巧•弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9 : 30〜12:00、13: 00-18:00 (弊社が業日は除く） 

干 564-0052 吹田巿広芝町 5-8 
干 531-0076 大阪巿化区大巧中 3-9-4 
干 593-8322 巧市津义野町 1-8-1 5 口ーズマンション 1 F 
干 651-0093 神戸巿中央区二言巧 1 T 目 10-1 口ーレル兰宮ノースアベニュ ー1 F 
干 671-0224 姫路巿別所町佐 ±4-2 
干 目41 -0021 和歌山市和敦浦ま 3-1-25 

干 600-8322 京都巿下京区西洞院通五条ま南角小柳町51 3-2 五ま义保田ビル 1 F 
干 630-81 32奈良巿大森西 BT 21-26 
干 620-0055 福な山巿模尾新町 2-74 カマ八チマンション 

參中国地区 

☆広島サービスセンター 

FAX 

082-248-9939 

受忖 月〜を9: 30〜18: 00 (± ■日-初;•弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9 : 30〜12:00、13: 0 0- 1 8:0 0 (幹な休業日は除く） 
干 730-0041 広島市中区小町 2-30 第二有楽ビル 1 F 

岡山サービス認定店 

FAX 

086-244-8748 

干 700-097 己 

岡山巿今 8-15-21 

松江サービス認定店 

FAX 

0852 -22-777 日 

〒 690-001 7 

松江巿西ま田 4-5-40 (有）テクピット内 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31-2791 

干 720-081 5 

福山市野上町 3-1 2-日 

鳥取サービス認定店 

FAX 

0857-29-1290 

干 680-0061 

鳥取巿立川町 5-240-1 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33 -日 75 日 

〒 745-0006 

周南巿巧富町 3-11 森に事務所 1 F 

•四国地区 

高松サービスステーション 

FAX 

087-861-4841 

受付ち〜金9 

〒 760-0078 

30〜18 : 00 (±■日■巧-弊社化業日は除く） 

高松市今里町 1-16-1 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-669-6076 

于 770-8023 

徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョリカ地下1階103号 

高なサービス認定店 

FAX 

088-802-3321 

干 780-0051 

高知巿愛を町 3-12-1 3見栄ビル1 F 

松山サービス認定店 

FAX 

089-951-6270 

〒 791-80 日7 

松山市古=ま 5-10-3 日商船ビル1 F 

参九州地区 

女福岡サービス七ンター 

FAX 

092-412-7460 

受付ち〜金9: 30〜18: 00 (± ■日•巧•弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9 : 30〜12:00、13: 00-18:00 (弊な休業日は除く） 

干81 2-001 6福岡巿博多区博多駅南 2-12-3 

北九州サービス認定店 

FAX 

093-941-8354 

〒 802-0044 

な九州巿か倉な区能本1 T 目 9-4 植田ビル1 F 

博多サービス認定店 

FAX 

092-461-1643 

干81 2-0006 

福岡市博を区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

095-849-4606 

干 852-8145 

長崎巿昭和1 T 目 12-10 クリスタルハイツ平野 

能本サービス認定店 

FAX 

0 日目- 331-3323 

〒8巨 2-091 8 

能本巿巧立5 T 目 14-17 

大分サービス認定店 

FAX 

097-549-2420 

干 870-0851 

大分巿大石町5 T 目 1-1 

鹿児島サービスステーション 

FAX 

099-224-7692 

干 892-0841 

鹿児島市照国お 3-21 第二大見ビル2 F 

宫崎サービス認定店 

FAX 

0985-27-3136 

〒 880-0821 

宮崎巿浮城町 98-1 

•沖縄地区（冲縄県のみ） 

冲縄サービスステーション 

TEL 

098-879-1910 

受付月〜を9 

于 901-2122 

30〜18 : 00 (±■日■巧;•弊社休業日は除く） 

ミ甫添市勢理客 4-18-1 トヨタマイカー七ンター3 F 


FAX 

098-879-1352 




平成！ 7年10月現在 記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 


覆情点検 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。こんな症状はあ0ませんか？ 
-電源コードや電源プラグび異常に熱<なる。 

-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れた0する。 

•本体か5異常な音、熱、臭いげする。 




すぐに使巧を中止し、電源プラグをコンセントか5抜を、故障や事故防止のため電気店 
または、お近くのパイオニアサービスステーションに点検(有料)をご依頼<ださい。 


そ 

の 

他 
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その他 


この機器の使巧周波数帯では、電子レンジなどの産業‘科学‘医療用機器のほか工場の製造ラ 
インなどで使巧されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定ル電力 
無線局（免許を要さない無線局）並びにアマチュア無線局（を許を要する無線局）び運用され 
ています。 

1. この機器を使用ずる前に、おくで移動体識別用の構内無線局及び特定ル電力無線局並びに 
アマチュア無線局び運用されていないことを確認してくださし、。 

2. 万一、この機器か5移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例び発生した 
場合には、すみやかに使用周波数を変更するか又は電波の発射を停止したうえ、下記連絡 
先にご連絡いたださ、混信回避のための処置など（たとえば、パーティションの設置など） 
についてご相談してくださし、。 

3. その他、この機器か5移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に巧し 
て有害な電波干渉の事例び発生した場合など何かお困0のことび起きたとさは、次の連絡 
先へお問い合わせください。 


連緒先）カスタマーサポートセンター : y 0070-800-81 81 -22 

http://www.p!oneer.co.jp/support/ 


卜'小' ド。、 

お手入れについて 


/ <OV 音のエチケット 


通常は柔5かい布でから拭きしてください。巧 


1^1楽しいき楽も日ミと場所にわては気になるも 


れびひどい場含は水で己〜目倍に薄めた中性洗剤 


のです。隣近所への思いやりを十分にいたし 

に柔5かい巧を浸してよく絞ったあと、巧れを 


CS レよ J 〇 

材:さ取り、その後乾いた巧で拭いてください。 


ステレオの音量は、あなたのむびけ次第で大 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など 


きくちかさくもな0ます。 

び付着すると、印刷、塗装などびはげることび 


と<に静かな夜間にはルさな音でち通0やす 

ありますのでごま意ください。また、化学ぞラ 


いわのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を 

さん等をお使いの場合は、化学ぞラさん等に添 


配りましょう。近所へ音び漏れないよラに窓 

付のま意事項をよ<お読みください。 


を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を 



守りましょう。 
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その他 


そ 

の 

他 
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その化 
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その他 


そ 

の 

他 
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VOL. 015 



JIS C 目 10 □日- 3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 (1 柏当たりの入 
力電流び 2(DA 拟下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 
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